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　天文4（1535）年7月23日、今年が没後400周年となる
島津義弘は伊作亀丸城に誕生した。父は、島津家中興の祖
と称される15代当主の貴久。母は入来院重聡の娘で、後
に雪窓院と名乗る人物。義弘の幼名は又四郎で、後に忠平
を称す。伊作亀丸城は、兄・義久も二年前に誕生した城
で、祖父の忠良もここに生まれている。ちなみに父の貴久
の誕生地はこの城でなく、祖父である忠良が田布施城こと
亀ヶ城を居城としていた頃に誕生している。
　このように戦国時代の島津家を代表する人々が誕生した
城だけに、江戸期に入り一国一城令が発せられてからも、
鹿児島城下から役人が管理のために派遣されるなど特別な
場所として位置付けられていた。この城が築城されたの
は、南北朝初頭期とされていて伊作荘の地頭であった伊作
島津家によるものとされている。この伊作島津家は、一時
期この地から離れた地域で活躍することになるが、島津忠
良の祖父の久逸の頃には、再び伊作の地に戻っている。そ
の久逸は、明応9（1500）年に薩州島津家との抗争に
よって戦死し、忠良の父となる善久は、それ以前の明応3
（1494）年に下僕によって殺害されている。つまり伊作

城に居城する忠良は、幼い頃に後ろ盾を失う時期があっ
たということになる。忠良の母・常盤は、子供のために
相州家の島津運久と再婚、忠良は伊作島津家と相州家と
両方を継ぐことになる。こうした事情から、父の貴久は
伊作亀丸城ではなく田布施城で誕生したのである。
　さて伊作亀丸城は、本丸の標高は約80メートルで、周
辺に数々の曲輪を確認することができる。二之丸にあた
る西之城は、本丸の西側に位置し、その北には御仮屋城
がある。一番西側には花見城があり、海岸部からの攻め
手ににらみをきかせられる位置になる。城の南側を流れ
る伊作川が天然の掘の役割をし、その周辺に麓が存在し
ている。
　こうした先祖が築いてきた城で幼少期を過ごした義弘
は、父が勢力を南薩地域から北へと拡大する動きにあわ
せて、居を移すことになる。それは伊作亀丸城の北に位
置する一宇治城こと伊集院城である。

◆伊作亀丸城跡 (日置市吹上町)

中央公園

大汝牟遅神社

伊作小

吹上高等技術専門校
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この会報の愛称『アイム』は、鹿児島商工会議所
ビルの愛称と同じです。自己紹介の言葉“I

,
m...”は、

出会いの始まりです。“I”には「インフォメーショ
ン」「インテリジェント」、“m”には「メトロポリス」
「ミート」の意が込められています。

 月のスケジュール 鹿児島商工会議所

期日 件　　名

新入社員セミナー1日目　9:15～17:00　於:4階アイムホール、14階
新入社員セミナー2日目　9:30～17:00　於:4階アイムホール、14階

第152回簿記検定申し込み受付開始（～5/17迄）

かごしま検定申し込み受付開始（～5/10迄）

ワンストップ専門相談会　13:30～16:00　於:13階

第108回下級珠算・暗算検定試験　於：各塾
情報・文化部会総会　　17：30～18：00　於：14階
情報・文化部会研修会　18：00～19：00　於：14階

昭和の日
国民の休日

1 月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

月

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火

2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

15

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
※予定は変更になる場合があります。
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2019年度事業計画の概要

　
当
商
工
会
議
所
は
3
月
26
日
に
第
2
6
0
回
通
常
議
員
総
会
を
開
き
、
2
0
1
9
年
度
事

業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
た
。
本
年
度
の
事
業
計
画
に
は
、
明
治
維
新
2
0
0

年
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
「
世
界
に
開
か
れ
た
鹿
児
島
」
を
実
現
す
る
た
め
の
国

際
化
の
推
進
、
連
携
強
化
に
よ
る
「
オ
ー
ル
鹿
児
島
」
体
制
の
構
築
な
ど
5
つ
が
重
点
項
目

と
し
て
盛
り
込
ま
れ
た
。
2
0
1
9
年
度
事
業
計
画
の
概
要
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

事
業
計
画
の
概
要

2
0
1
9
年
度

１
．
広
義
の
観
光
に
よ
る
地
域
振
興

2
．
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
高
め
る
社
会

　
　
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
拡
充

3
．
ま
ち
づ
く
り
と
鹿
児
島
市
の

　
　
競
争
力
強
化

2
0
1
9
年
度 

重 

点 

事 

業

（1）（2）

（1）（1） （2）

（3）（4）

（5）

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む
観
光
客
受
入
対

策
の
強
化

▼
観
光
関
連
産
業
で
の
外
国
人
材
の
活
用

促
進
▼
外
国
人
観
光
客
の
観
光
消
費
拡
大

に
向
け
た
環
境
整
備
の
促
進
▼
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
九
州
観
光
ア
イ
ラ
ン
ド
推
進
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
の
連
携
▼
出
国
税
導
入

に
伴
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
強
化
策
、
受
入
整

備
に
関
す
る
調
査
･

研
究
　
な
ど

観
光
振
興
へ
向
け
た
誘
客
活
動
の
強
化

▼
国
際
定
期
航
空
路
線
の
就
航
地
域
に
お

け
る
誘
客
活
動
の
実
施
▼
国
際
的
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
の
観
戦
客
お
よ
び
チ
ー
ム

キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
▼
九
商
連
観
光
委
員
会

の
運
営
並
び
に
連
携
し
た
観
光
振
興
策
の

推
進
▼
お
ぎ
お
ん
さ
ぁ
﹁
宵
祭
﹂
の
拡
充

に
よ
る
県
外
観
光
客
の
誘
致
促
進
▼
オ
ー

ル
鹿
児
島
観
光
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行

委
員
会
に
よ
る
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業
の
実
施
　
な
ど

会
議
等
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）
の
誘
致
･
開
催

に
よ
る
観
光
振
興

▼
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
鹿
児

島
全
国
大
会
の
開
催
支
援
▼
全
国
観
光
土

産
品
公
正
取
引
協
議
会
鹿
児
島
大
会
の
開

催
支
援
▼
九
商
連
通
常
会
員
総
会
の
指
宿

開
催
支
援
▼
各
種
全
国
大
会
･

会
議
等

︵
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
︶
の
誘
致
強
化
　
な
ど

観
光
地
経
営
視
点
を
持
っ
た
観
光
推
進

体
制
の
構
築

▼
Ｄ
Ｍ
Ｏ
認
定
に
向
け
た
調
査
･

研
究
　

な
ど

地
域
産
業
の
振
興

▼
特
産
品
･

土
産
品
の
振
興
▼
農
商
工

連
携
や
農
水
産
業
の
６
次
産
業
化
の
推

進
▼
産
学
官
連
携
に
よ
る
地
域
産
業
の

振
興
　
な
ど

観
光
振
興
･
物
流
効
率
化
を
目
指
し
た

交
通
基
盤
の
整
備
促
進

▼
東
九
州
自
動
車
道
や
南
九
州
西
回
り

自
動
車
道
の
建
設
促
進
▼
国
道
２
２
６

号
の
平
川
交
差
点
以
南
の
整
備
促
進
▼

国
道
10
号
鹿
児
島
北
バ
イ
パ
ス
な
ど
主

要
幹
線
道
路
の
整
備
促
進
▼
鹿
児
島
東

西
･

南
北
幹
線
道
路
は
じ
め
鹿
児
島
市

街
地
交
通
体
系
の
整
備
促
進
▼
臨
港
道

路
の
整
備
促
進
や
産
業
道
路
の
渋
滞
緩

和
な
ど
南
北
交
通
軸
の
強
化
　
な
ど

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
に
向
け
た
港
湾
･

空
港
機
能
の
強
化

▼
マ
リ
ン
ポ
ー
ト
か
ご
し
ま
の
再
整
備

促
進
▼
マ
リ
ン
ポ
ー
ト
か
ご
し
ま
か
ら

中
心
市
街
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
策
の

検
討
▼
鹿
児
島
空
港
の
機
能
強
化
▼
鹿

児
島
市
か
ら
鹿
児
島
空
港
へ
の
ア
ク
セ

ス
の
改
善
策
の
調
査
･

研
究
　
な
ど

明
治
維
新
2
0
0
年
に
向
け
た
新
た
な

鹿
児
島
市
づ
く
り

▼
鹿
児
島
市
の
長
期
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
︵
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
︶
の
策

Ａ. 明治維新200年に向けたまちづくりの推進
● 50年後を見据えた鹿児島市のグランドデザインづくり
● 世界に誇れる国際観光都市づくりの促進
● 観光･交流拠点となるスポーツ･コンベンション･宿泊施設等の拠点施設の整備促進
● 鹿児島市の南北交通軸を担う主要道路網の整備促進

Ｂ. ｢世界に開かれた鹿児島｣を実現するための国際化の推進
● ｢KIZUNAプロジェクト｣の推進による世界各地と鹿児島とのネットワークの構築
● アジアにおけるクルーズ観光の拠点化の推進
● 国際航空路線網の拡充強化
● 外国人観光客の受入の環境整備による経済効果の最大化
● 広義の観光による国際化の推進

Ｃ. 連携強化による｢オール鹿児島｣体制の構築
● 行政との連携強化とＰＰＰ(官民協働)の推進
● 大学との産学連携強化
● 県内の各種団体や政府系金融機関との連携強化
● 県内をはじめ九商連、盟約先商工会議所等とのネットワーク強化

Ｄ. 若者の県外流出等による人手不足と新たな人材確保への対応強化
● 大学等と連携した若者･留学生の地元企業への就職の促進
● 地元企業の外国人雇用の促進
● 中小企業･小規模事業者の実情に応じた人手･人材不足問題への支援強化
● 会員企業等の生産性向上に向けた取り組みの支援強化

Ｅ. 商工会議所及び会員企業の自助･自立性の強化
● 6500会員を目指した会員拡大運動の展開
● 更なる収益拡大に向けたビル機能の強化および所有権の持分買い戻しの検討
● 法律や税制等の改正に伴う会員企業への支援の強化
● 会員企業の成長促進に向けた支援体制および支援策の拡充強化

2019年度 重点項目
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4
．
国
際
化
の
推
進
に
よ
る
交
流

　
　
人
口
拡
大
と
貿
易
振
興

5
．
人
づ
く
り
と
少
子
高
齢
化
･

　
　
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応

6
．
中
小
企
業
･
小
規
模
事
業
者
の

　
　
活
力
ア
ッ
プ

7
．
連
携
･
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

　
　
拡
充
･
強
化

8
．
組
織
の
活
性
化
に
よ
る
新
し
い

　
　
会
議
所
の
創
生

（1）（2）（3）

（3）

（1）（1） （2）

（1）（2）

（1）（2）

（2）

（2）（3）

（4）

（4）（5）

（3）（3） （4）（4） （5）

（6）

定
▼
本
港
区
エ
リ
ア
等
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
提
言
活
動
▼
Ｐ
Ｐ
Ｐ
︵
官
民
協

働
︶
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
　
な
ど

中
心
市
街
地
の
活
性
化

▼
中
心
市
街
地
の
民
間
再
開
発
の
推
進
▼

第
３
期
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に

沿
っ
た
事
業
の
推
進
と
民
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
掘
り
起
こ
し
▼
中
心
市
街
地
商
店
街

等
に
お
け
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
促
進

▼
天
文
館
地
区
内
の
大
型
バ
ス
専
用
乗
降

場
の
整
備
促
進
　
な
ど

国
際
観
光
都
市
づ
く
り
の
促
進

▼
鹿
児
島
港
港
湾
計
画
の
抜
本
的
改
訂
の

促
進
▼
都
心
部
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
･

コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
施
設
等
の
整
備
促
進
　
な
ど

国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
よ
る
交
流

の
促
進

▼
﹁
か
ご
し
ま
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
﹂
の
推
進
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
交
流

の
拡
大
▼
将
来
の
鹿
児
島
を
担
う
次
世
代
の

人
材
育
成
･

国
際
交
流
の
推
進
▼
海
外
県
人

会
お
よ
び
海
外
在
住
県
系
人
、
鹿
児
島
在
住

外
国
人
留
学
生
等
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
よ

る
交
流
基
盤
の
確
立
　
な
ど

国
際
航
空
路
線
網
の
利
用
促
進
と
新
規

路
線
の
開
拓

▼
北
京
･

釜
山
･

高
雄
･

台
中
線
な
ど
新

規
定
期
航
空
路
線
の
誘
致
▼
既
存
の
上
海

･
ソ
ウ
ル
･

台
北
･

香
港
線
の
利
用
促
進

と
利
便
性
の
向
上 

な
ど

ク
ル
ー
ズ
船
誘
致
と
寄
港
地
観
光
の
推
進

▼
国
内
外
の
船
社
･

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
等
へ

の
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
の
実
施
▼
鹿
児
島
を

起
点
と
し
た
フ
ラ
イ
＆
ク
ル
ー
ズ
の
推
進

▼
ク
ル
ー
ズ
船
受
入
対
策
の
強
化
▼
寄
港

地
観
光
や
観
光
消
費
拡
大
に
よ
る
経
済
波

及
効
果
の
最
大
化
　
な
ど

鹿
児
島
港
の
貿
易
振
興
と
中
小
企
業
の

海
外
展
開
支
援

▼
国
際
物
流
網
の
整
備
お
よ
び
輸
出
促
進

▼
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
や
県
貿
易
協
会
な
ど
海
外

展
開
支
援
機
関
と
の
連
携
　
な
ど

地
元
企
業
の
人
手
不
足
対
策
･
人
材
確

保
の
支
援

▼
大
学
等
と
の
連
携
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
業
の
拡
充
･

強
化
▼
中
高
生
向
け

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
の
拡
充
･

強
化
▼

新
規
学
卒
者
等
の
地
元
就
職
率
向
上
の
促
進

▼
地
元
企
業
に
お
け
る
外
国
人
雇
用
の
促
進

▼
留
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
や
地
元

企
業
と
留
学
生
と
の
交
流
会
の
実
施
▼
外
国

人
受
入
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
先
進
企

業
の
事
例
研
修
会
等
の
開
催
▼
﹁
地
︵
知
︶
の

拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業
︵
Ｃ
Ｏ

Ｃ
＋
︶
﹂
の
推
進
▼
鹿
児
島
県
の
大
学
等
奨

学
金
返
還
支
援
制
度
へ
の
協
力
　
な
ど

人
材
育
成
の
支
援

▼
次
代
を
担
う
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
開
催
▼
各

種
研
修
会
･

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
各
種
検

定
の
実
施
▼
県
内
大
学
と
連
携
し
た
大
学

生
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
取
組
み
の
顕
彰

事
業
の
実
施
　
な
ど

市
場
開
拓
･
販
路
拡
大
の
た
め
の
支
援

▼
事
業
者
が
活
用
で
き
る
各
種
補
助
金
･

制
度
の
導
入
支
援
▼
専
門
家
派
遣
に
よ
る

課
題
解
決
の
専
門
的
ア
ド
バ
イ
ス
の
実
施

▼
商
談
会
等
に
よ
る
販
路
拡
大
の
支
援
▼

新
商
品
･

新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
や
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
再
構
築
等
の
支
援
▼
域
内
の

消
費
や
資
金
の
循
環
を
高
め
る
電
子
地
域

通
貨
に
関
す
る
調
査
･

研
究
　
な
ど

金
融
･
税
務
支
援
の
推
進

▼
マ
ル
経
等
の
各
種
制
度
資
金
の
利
用
促

進
▼
企
業
負
担
の
軽
減
に
向
け
た
税
制
等

に
関
す
る
要
望
活
動
の
実
施
▼
消
費
税
率

引
き
上
げ
や
軽
減
税
率
導
入
等
へ
の
対
応

の
支
援
　
な
ど

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
創
業
の
支
援

▼
開
業
手
続
き
や
事
業
計
画
作
成
等
の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
創
業
支
援
▼
創
業
塾
の

開
催
や
創
業
に
関
す
る
各
種
情
報
の
提
供

　
な
ど

中
小
企
業
･
小
規
模
事
業
者
支
援
事
業

の
推
進

▼
き
め
細
か
な
伴
走
型
支
援
の
実
施
▼
実

効
あ
る
中
小
企
業
支
援
体
制
の
確
立
▼
会

員
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
た
巡
回
･

窓
口

相
談
の
強
化
▼
法
律
や
制
度
等
の
改
正
に

伴
う
会
員
企
業
へ
の
支
援
の
強
化
　
な
ど

事
業
再
生
の
支
援

事
業
承
継
の
支
援

各
地
商
工
会
議
所
と
の
連
携
強
化

▼
県
連
、
県
下
11
会
議
所
、
日
商
、
九
商

連
、
盟
約
先
︵
函
館
、
山
口
、
下
関
、
静

岡
︶
、
南
九
州
︵
熊
本
、
宮
崎
︶
、
新
幹

線
沿
線
都
市
等
　
な
ど

県
内
の
各
種
団
体
や
政
府
系
金
融
機
関

と
の
連
携
強
化

▼
経
済
団
体
、
一
次
産
業
関
連
団
体
、
商

店
街
･

通
り
会
▼
日
本
政
策
金
融
公
庫
、

日
本
政
策
投
資
銀
行
、
商
工
中
金
　
な
ど

行
政
や
国
会
議
員
と
の
連
携
強
化
と
Ｐ

Ｐ
Ｐ
（
官
民
協
働
）
の
推
進

▼
鹿
児
島
県
、
鹿
児
島
市
と
の
連
携
強
化

▼
県
選
出
国
会
議
員
と
の
連
携
強
化
　
な
ど

県
内
大
学
と
の
連
携
強
化

▼
包
括
連
携
協
定
先
大
学
︵
鹿
児
島
大
学
、

鹿
児
島
国
際
大
学
︶
と
の
共
同
事
業
の
推

進
▼
鹿
児
島
大
学
﹁
進
取
の
精
神
﹂
支
援

基
金
へ
の
協
力
　
な
ど

国
内
外
の
鹿
児
島
県
人
会
と
の
連
携
強
化

会
議
所
の
機
能
強
化
と
財
政
基
盤
の
安
定
化

▼
議
員
参
画
に
よ
る
会
議
所
活
動
の
活
性

化
▼
部
会
･

委
員
会
活
動
の
活
性
化
▼
事

務
局
の
機
能
強
化
お
よ
び
業
務
効
率
化
の

推
進
▼
会
議
所
ビ
ル
の
機
能
強
化
▼
収
益

拡
大
に
向
け
た
ビ
ル
所
有
権
の
持
分
買
い

戻
し
の
検
討
　
な
ど

会
員
の
拡
大
と
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
強
化

▼
６
５
０
０
会
員
を
目
指
し
た
会
員
拡
大

運
動
の
展
開
▼
会
議
所
と
会
員
の
相
互
交

流
･

広
報
の
強
化
に
向
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

の
促
進
▼
会
員
交
流
会
･

ブ
ラ
ン
チ
交
流

会
の
開
催
▼
会
員
に
な
り
た
い
と
思
う
会

議
所
づ
く
り
の
推
進
　
な
ど

第
42
期
役
員
･
議
員
改
選
の
実
施

地
域
活
性
化
を
目
指
し
た
提
言
活
動
の

強
化

▼
商
工
会
議
所
の
意
見
の
積
極
的
な
公
表

と
具
現
化
▼
部
会
･

委
員
会
･

戦
略
政
策

研
究
会
等
に
よ
る
積
極
的
な
調
査
･

研
究

お
よ
び
提
言
活
動
の
推
進
　
な
ど
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TALK

社
会
の
課
題
と
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
、
地
域
経
済
の
力
に
な
り
た
い

　
鹿
児
島
商
工
会
議
所
青
年
部
（
以
下
、

鹿
児
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
と
は
？

　
45
歳
以
下
の
若
手
経
営
者
や
事
業
後
継

者
、
企
業
内
の
若
手
社
員
が
参
加
し
、
会

員
相
互
の
交
流
・
研
鑚
を
通
じ
て
、
豊
か

な
地
域
経
済
・
社
会
を
築
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
構
成
メ
ン
バ
ー
は
96
名
︵
２
０
１
９
年

２
月
時
点
︶
。
お
も
な
活
動
内
容
は
地
域

を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
、
経
営

者
と
し
て
の
資
質
を
高
め
る
た
め
の
研
修
、

親
睦
を
深
め
る
催
し
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

﹁
お
ぎ
お
ん
さ
あ
﹂
で
神
輿
を
担
ぐ
こ
と

も
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
会
員
同
士
の
仲
が
良
い
と
い
う
の
も
鹿

児
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
強
み
。
組
織
活
動
以
外
で

も
、
よ
く
顔
を
あ
わ
せ
ま
す
。
ま
た
、
経

済
団
体
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
も
ち
ろ
ん

商
売
で
の
つ
な
が
り
も
あ
り
、
交
流
が
盛

ん
で
す
。
ベ
ー
ス
と
な
る
人
間
同
士
の
信

頼
関
係
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
大
き
な
力
を

発
揮
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
2
0
1
9
年
度
の
会
長
に
就
任
。
ど
の

よ
う
な
抱
負
を
お
持
ち
で
す
か
？

　
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
﹁
Ｙ
Ｅ
Ｇ 

Ｅ

ｖ
ｅ
ｒ 

Ｏ
ｎ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
〜
限
り
な
き
前

進
！
〜
﹂
で
す
。
新
た
な
こ
と
に
も
果
敢

に
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
歴
代
の
先
輩
会
長
が
積
み
上
げ
て

き
た
こ
と
も
大
事
。
こ
れ
を
し
っ
か
り
と

継
承
し
な
が
ら
、
そ
の
う
え
で
、
さ
ら
に

前
へ
と
踏
み
出
し
ま
す
。

　
２
０
１
７
年
度
に
、
鹿
児
島
県
代
表
理

事
と
し
て
、
私
は
日
本
商
工
会
議
所
青
年

部
へ
出
向
し
ま
し
た
。
そ
の
活
動
の
中
で
、

全
国
各
地
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
取
り
組
み
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
国
の
仲
間
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の
さ
ら
な
る
可
能
性
を
実

感
し
ま
し
た
。

　
こ
の
経
験
を
鹿
児
島
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に

も
活
か
し
た
い
。
こ
れ
ま
で
や
っ
て
こ
な

か
っ
た
こ
と
に
も
取
り
組
ん
で
み
よ
う
、

と
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
新
し
い
挑
戦
と
は
？

　
ま
ず
は
政
策
提
言
で
す
。
問
題
解
決
の

た
め
に
政
策
案
を
作
成
し
、
国
や
地
方
自

治
体
な
ど
の
政
策
決
定
者
に
提
出
す
る
、

と
い
う
取
り
組
み
で
す
ね
。

　
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
は
日
本
商
工

会
議
所
を
通
じ
て
政
策
提
言
を
行
っ
て
い

ま
す
し
、
全
国
で
は
歴
史
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　
政
策
提
言
を
さ
れ
て
い
る
組
織
の
方
か

ら
話
を
聞
く
機
会
も
あ
り
、
多
く
の
勉
強

を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
刺
激
を
受
け
、

﹁
鹿
児
島
で
も
や
り
た
い
！
﹂
と
突
き
動

か
さ
れ
た
の
で
す
。

　
２
０
１
９
年
度
は
﹁
政
策
提
言
委
員

会
﹂
を
設
け
、
委
員
長
を
中
心
に
会
員
み

ん
な
で
取
り
組
み
ま
す
。
提
言
の
土
台
作

り
の
た
め
の
勉
強
会
や
情
報
分
析
な
ど
を

行
い
、
会
員
同
士
で
議
論
を
重
ね
て
作
り

上
げ
て
い
き
ま
す
。

　
人
材
不
足
の
昨
今
、
地
元
経
済
に
い
か

に
生
産
年
齢
人
口
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

る
か
、
子
育
て
世
代
が
住
み
や
す
い
鹿
児

島
に
な
る
よ
う
な
支
援
な
ど
、
課
題
は
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
考
え
、
発

信
し
、
地
域
を
よ
く
す
る
た
め
の
力
に
な

り
た
い
。

　
会
長
の
任
期
は
１
年
間
。
ご
く
限
ら
れ

た
わ
ず
か
な
時
間
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
中
で
、
で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り
や
る
。

と
に
か
く
、
こ
の
新
し
い
挑
戦
を
や
り
き

り
た
い
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

QA

QA

QA

わかまつ しんいち さん（42歳）
鹿児島県出身
1999年4月　日本電気株式会社 入社
2003年11月 株式会社ワカマツ自動車 入社
　　　　　　　鹿児島商工会議所青年部 入会
2010年4月　鹿児島商工会議所青年部 専務理事
2012年4月　鹿児島商工会議所青年部 副会長
　　　　　　（2013年、2016年、2018年も副会長）
2015年4月　鹿児島商工会議所青年部 監事
2015年4月　株式会社ワカマツ自動車 代表取締役に就任
2017年4月　日本商工会議所青年部 出向（鹿児島県代表理事）
2019年4月　鹿児島商工会議所青年部 会長

鹿児島商工会議所青年部

会長 若松 伸一さん

TALK
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会員さんクローズアップ

劇
変
す
る
時
代
の
中
で
、
お
客
様
の
要
望
に
し
っ
か
り
と
応
え
て
い
く

車
の
バ
ッ
テ
リ
ー
屋
か
ら

電
気
系
統
の
専
門
家
へ

何
で
も
相
談
で
き
る

商
工
会
議
所
は
心
強
い
存
在
で
す

時
流
に
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
に

新
し
い
技
術
に
し
っ
か
り
対
応

　
当
社
は
デ
ン
ソ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
、
自
動
車
用
の
電
気
系
統
部
品

や
電
機
製
品
の
設
置
・
交
換
・
修
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。
取
り
扱
っ
て
い
る
も
の

は
セ
ル
モ
ー
タ
ー
や
オ
ル
タ
ネ
ー
タ
ー
、

エ
ア
コ
ン
・
オ
ー
デ
ィ
オ
・
カ
ー
ナ
ビ
・

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
と
い
っ
た
も
の
で

す
。

　
50
年
ほ
ど
前
に
父
が
創
業
。
私
は
昭
和

59
年
か
ら
家
業
を
手
伝
い
、
平
成
11
年
に

事
業
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
当
初
は
バ
ッ

テ
リ
ー
屋
で
、
昔
は
そ
れ
だ
け
で
も
商
売

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
時
代
の
流
れ

と
と
も
に
、
い
ろ
い
ろ
な
商
品
を
扱
わ
な

い
と
事
業
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
き
ま

す
。
そ
う
し
て
、
デ
ン
ソ
ー
の
機
器
の
取

り
付
け
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
従
業
員
は
６
人
。
運
送
会
社
の
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
、
お
も
に
業
務
用
車
両
を
対
象
に

し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
か
ら
出
向
い
て
作

業
を
す
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
最
近
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
タ
コ
メ
ー
タ
ー
や
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
の
設
置
も
増
え
て
い
ま
す
ね
。

デ
ィ
ー
ラ
ー
さ
ん
や
整
備
工
場
さ
ん
か
ら

も
依
頼
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
会
社
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
お
客
様
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
仕
事
を
す
る
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
﹁
安
全
に
、

正
確
に
、
き
れ
い
に
、
早
く
﹂
と
心
が
け

て
い
ま
す
。
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、

こ
の
基
本
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

　
商
工
会
議
所
さ
ん
に
は
、
父
の
代
か
ら

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
事
業
が
軌
道

に
乗
る
ま
で
い
ろ
い
ろ
と
助
け
て
も
ら
っ

た
、
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
、
ず
っ
と
会
員
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
現
在
も
、
何
で
も
相
談
で
き
る
頼
れ
る

存
在
で
す
。
有
益
な
情
報
を
教
え
て
く
れ

ま
す
し
、
い
い
方
法
を
い
っ
し
ょ
に
考
え

て
く
れ
ま
す
。
担
当
さ
れ
る
方
も
と
て
も

話
し
や
す
い
で
す
よ
。

　
今
の
と
こ
ろ
、
融
資
や
補
助
金
の
利
用

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
設
備
投
資
な
ど
で
相

談
す
る
こ
と
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
と
変
化
の
多
い
時
代
で
す
か
ら
、

﹁
何
で
も
相
談
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
る
﹂

と
い
う
の
は
と
て
も
心
強
い
で
す
ね
。

　
自
動
車
は
ど
ん
ど
ん
進
化
し
て
い
ま
す
。

今
は
ち
ょ
う
ど
過
渡
期
。
百
年
に
一
度
の

変
革
期
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
電
気
自

動
車
や
自
動
ブ
レ
ー
キ
シ
ス
テ
ム
な
ど
が

普
及
し
は
じ
め
、
自
動
運
転
と
い
っ
た
新

た
な
技
術
の
研
究
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
う
い
う
変
化
に
、
私
た
ち
は
し
っ
か

り
と
つ
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
は
、
自
動
車
の
中
で
電
気
系
統

部
分
が
占
め
る
割
合
も
大
き
く
な
り
、
仕

組
み
も
複
雑
に
な
っ
て
い
く
は
ず
。
つ
ね

に
新
し
い
知
識
を
入
れ
、
新
し
い
技
術
や

設
備
の
導
入
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
先
、
ど
う
な
っ
て
い
く
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
根
本
は
変
わ
ら
な

い
。
世
の
中
の
自
動
車
を
し
っ
か
り
と
走

ら
せ
る
こ
と
、
安
心
し
て
乗
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
私
た
ち
の

仕
事
で
す
。
時
流
に
乗
り
遅
れ
ず
に
、
そ

の
責
務
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

国道225号・与次郎付近からちょっと入ったところにクルマの
デンキの専門家がいます。半世紀前に日本の車社会は一気に拡大。
その頃から、シントヨ電機は車と向き合ってきました。

しんとよ    ひでき

新豊 秀樹 さん（55）代表取締役社長

シントヨ電機有限会社

会員さんクローズアップ

創　　業
昭和44年
住　　所
鹿児島市下荒田4-54-21
T E L
099-252-2515
営業時間
8:30～17:30
定 休 日
土曜日（繁忙期は営業）
日曜日・祝日

鹿児島大学水産学部の近く、「DENSO」の赤い看板が
目印。整備工場は約30年の歴史を持つ

会 員 さ ん 情 報 【シントヨ電機有限会社】
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認
定
審
査
会
で
は
、
公
正
競
争
規
約
に

基
づ
き
、
主
に
①
商
品
に
記
載
さ
れ
て
い

る
原
材
料
名
や
賞
味
期
限
な
ど
の
表
示
が

適
正
に
な
さ
れ
て
い
る
か
、
②
過
大
な
包

装
が
な
さ
れ
て
い
な
い
か
、
③
誇
大
表
示
、

不
当
表
示
が
な
さ
れ
て
い
な
い
か
、
な
ど

の
項
目
を
審
査
し
、
全
て
の
基
準
を
満
た

し
た
商
品
を
観
光
土
産
品
と
し
て
認
定
し

て
い
る
。

　
認
定
審
査
会
で
認
定
さ
れ
た
商
品
は

﹁
鹿
児
島
県
観
光
土
産
品
認
定
シ
ー
ル
﹂

を
貼
付
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
県
協
議
会
認
定
品
と
し
て
、
全

国
観
光
土
産
品
公
正
取
引
協
議
会
に
登
録
。

﹁
認
定
証
﹂
が
発
行
さ
れ
、
安
心
・
安
全

な
土
産
品
と
し
て
消
費
者
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
認
定
審
査
会
で
は
、
６
人
の
有
識
者
が

﹁
観
光
土
産
品
の
表
示
に
関
す
る
公
正
競

争
規
約
︵
以
下
、
公
正
競
争
規
約
︶
﹂
に

基
づ
き
、
原
材
料
表
示
や
包
装
な
ど
の
各

項
目
に
つ
い
て
商
品
が
適
正
な
状
態
で
あ

る
か
確
認
し
、
審
査
の
結
果
、
18
社
44
品

を
認
定
し
た
。

観
光
土
産
品
44
品
を
認
定

第
27
回
観
光
土
産
品
認
定
審
査
会

　
鹿
児
島
県
観
光
土
産
品
公
正
取
引
協
議
会
（
以
下
、
県
協
議
会
）
は
、
2
月
18
日
に

第
27
回
観
光
土
産
品
認
定
審
査
会
（
以
下
、
認
定
審
査
会
）
を
実
施
し
、
審
査
の
結
果

18
社
44
品
を
認
定
し
た
。

▲ 公正競争規約に基づき商品を確認する審査員

○第27回観光土産品認定審査会認定商品一覧(18社44品)

真空さつまあげ詰合せ(3袋)

真空さつまあげ詰合せ(6袋)

月の華 V-A00

月揚せんべい詰合せ

パフィモ(5袋入り)あま塩味

パフィモ(スタンド袋)あま塩味

ぱりぷにゅ 桜島小みかん味

軽羹饅頭

軽羹

薩摩味物語 黒豚とんこつ煮

薩摩味物語 辺塚だいだいぽんず

かごんまん(黒豚チーズまん)

かごんまん(黒豚角煮まん)

かごんまん(黒豚肉まん)

かごんまん(紫芋まん)

敬天愛人 西郷サブレ「安納芋」

薩摩芋菓子 ぼっけもん

黒豚の角煮

黒豚やきみそ(甘口)

黒豚やきみそ(辛口)

黒豚やきみそセット

万羽鶴もなか

黒豚みそ3個セット

ポン竹笑

ポン薩摩

伊佐小町 化粧箱入

さつまの黒酢炊き重久黒豚角煮

やわらか きびなご黒酢姿煮

さつま芋タルト8個

さつま芋タルト12個

白くま親子のクランチチョコ24本

粒うに 70g

粒うに 110g

粒うに 150g

文旦漬 舟切

文旦漬 青切

甘夏みかん漬

鹿児島シナモン 黒糖シナモンバターサンド

鹿児島シナモン(2g×12包×3セット)

鹿児島シナモン(2g×5包×3セット)

さつま揚げ 真空

かるかん饅頭

薩摩 黒たたき ころころ

熟成 ぶり漬け丼(2食入)

南海食品(株)

(株)南国物産

日高水産加工(有)

大口酒造(株)

(株)福山物産

山福製菓(有)

雲丹屋本店松岡(株)

泰平食品(有)

世紀産業(株)

(有)二幸食鳥
かごしま旅の駅魔猿城

(同)なぶらカンパニー

セイカ食品(株)

名)明石屋菓子店

(有)ジェイ・エフフーズ

(株)風月堂

(株)薩摩家

おおすみ食品(株)

ふく鶴むなかた

会 社 名 商 品 名 会 社 名 商 品 名

審
査
基
準

認
定
の
メ
リ
ッ
ト
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かごんまん(黒豚チーズまん)

1,000円

※TELは平日17時迄

㈲ジェイ・エフフーズ
TEL099-253-3016

軽　羹

1,100円

(名)明石屋菓子店
TEL099-226-0431

認定商品の紹介(各社１品のみ掲載)

万羽鶴もなか

800円

ふく鶴むなかた
TEL0996-67-1131

鹿児島シナモン(紅茶)

2,050円

世紀産業(株)
TEL099-812-1543

文丹漬 舟切

350円

泰平食品㈲
TEL0996-74-0056

薩摩 黒たたき ころころ

1,000円

(同)なぶらカンパニー
TEL0994-35-1830

さつま揚げ真空

1,121円

㈲二幸食鳥 かごしま旅の駅魔猿城
TEL099-297-6711

粒うに70ｇ

926円

雲丹屋本店松岡㈱
TEL0996-73-3000

さつま芋タルト8個入

630円

山福製菓(有)
TEL099-268-1515

黒豚やきみそ(甘口)

800円

おおすみ食品(株)
TEL0994-63-2745

黒豚の角煮

1,204円

(株)薩摩家
TEL099-262-6120

さつまの黒酢炊き重久黒豚角煮

1,200円

㈱福山物産
TEL0120-58-2905

伊佐小町 化粧箱入

1,200円

大口酒造㈱
TEL0995-22-1213

ポン竹笑(ちくわ)

300円

日高水産加工(有)
TEL0996-32-9421

黒豚みそ3個セット

2,380円

㈱南国物産
TEL099-255-8128

敬天愛人 西郷サブレ｢安納芋｣

800円

㈱風月堂
TEL099-296-8111

パフィモ(5袋入り)あま塩味(スナック菓子)

500円

セイカ食品(株)
TEL099-254-0685

真空さつまあげ詰合せ(3袋)

800円

南海食品(株)
TEL099-262-3666

　鹿児島県内で製造・販売される観光土産品が、公正競争規約
に基づき適切な表示や包装がなされているかを調査、指導、監
督し、業界の健全な発展と消費者の利益に供するために昭和
44年に設立された。

◆鹿児島県観光土産品公正取引協議会とは…

※価格は税抜価格

【年会費】3,000円～6,000円(業種により口数が異なります)
　主な事業内容は、①認定審査会の開催、②新作土産品コン
クールの開催、③会員への情報提供・相談、④会員の資質向上
(研修会の開催など)。
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○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
商
工
会
議
所
企
業
支
援
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９︵
２
２
５
︶９
５
2
2

※
メ
モ

　
掛
金
は
、
税
法
上
、
全
額
損
金︵
法
人
︶

ま
た
は
必
要
経
費
︵
個
人
事
業
︶
に
算
入
で

き
ま
す
。

　
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
︵
中
小
企
業
倒
産
防

止
共
済
制
度
︶
は
、
取
引
先
の
倒
産
と
い
う
不

測
の
事
態
に
直
面
し
た
中
小
企
業
に
対
し
て
、

国
の
機
関
︵
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
︶
が
迅

速
に
資
金
を
貸
し
出
す
こ
と
で
連
鎖
倒
産
を

防
ぐ
制
度
で
す
。

■
共
済
金
の
借
入

　
万
が
一
、
取
引
先
の
事
業
者
が
倒
産
し
た
こ

と
に
よ
り
売
掛
債
務
な
ど
の
回
収
が
困
難
と

な
っ
た
場
合
に
、
共
済
金
の
借
入
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
取
引
先
の
倒
産
と
は
、
取
引
停
止
処
分
、
私

的
整
理
、
破
産
手
続
き
開
始
の
申
立
て
な
ど
を

い
い
、
災
害
に
よ
る
不
渡
り
、
特
定
非
常
災
害

に
よ
る
支
払
不
能
に
つ
い
て
も
、﹁
倒
産
﹂と
し

て
認
め
ら
れ
ま
す︵
夜
逃
げ
は
対
象
外
︶。

■
借
入
金
額

　﹁
回
収
困
難
と
な
っ
た
売
掛
金
債
権
等
の

額
﹂
と
﹁
掛
金
総
額
の
10
倍
に
相
当
す
る
額

︵
最
高
８
千
万
円
︶﹂
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
の

範
囲
内
と
な
り
ま
す
。

■
掛
金

　
掛
金
月
額
は
、
５
千
円
単
位
と
な
っ
て
お

り
、
20
万
円
ま
で
の
範
囲
内
で
自
由
に
選
べ
、
加

入
後
も
増
額
、減
額
で
き
ま
す
。

　
掛
金
は
総
額
が
８
０
０
万
円
に
な
る
ま
で

積
み
立
て
ら
れ
、
総
額
が
掛
金
月
額
の
40
倍
に

達
し
た
後
は
、掛
け
止
め
も
で
き
ま
す
。

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済

取
引
先
の
倒
産
に
万
全
の
備
え
を

小
規
模
企
業
共
済
制
度

節
税
効
果
大
！ 

掛
金
全
額
所
得
控
除
（
最
大
84
万
円
）

経営相談ガイド

≪加入条件≫
資本金額または従業員数のいずれかに該当する個人事業者
または会社などで、１年以上事業を行っている方。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
商
工
会
議
所
企
業
支
援
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９︵
２
２
５
︶９
５
2
2

■
加
入
で
き
る
方

　
次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
個
人
事
業
主
・

共
同
経
営
者
︵
個
人
事
業
主
１
人
に
つ
き
２
人

ま
で
︶ま
た
は
会
社
の
役
員

 
・
常
時
使
用
す
る
従
業
員
数
が
、
商
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
︵
宿
泊
業
・
娯
楽
業
を
除
く
︶
は
５

人
以
下
の
事
業
者
の
方

 

・
常
時
使
用
す
る
従
業
員
数
が
、
建
設
業
、
製

造
業
、
運
輸
業
、
不
動
産
業
、
農
業
な
ど
は
20

人
以
下
の
事
業
者
の
方
な
ど

　
小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、小
規
模
企
業
の
個
人
事
業
主
や
共
同
経
営
者
、会
社
役
員
が
事

業
を
や
め
た
と
き
や
退
職
し
た
と
き
に
、
生
活
の
安
定
や
事
業
の
再
建
を
図
る
た
め
の
資
金

を
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
く
国
の
共
済
制
度
で
、経
営
者
の
退
職
金
制
度
と
も
い
え
ま
す
。

掛
金
は
全
額
所
得
控
除
と
な
る
税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

◆
節
税

掛
金
全
額
を
課
税
対
象
所
得
か
ら
控
除
で

き
ま
す
。

◆
退
職
金
の
積
立

共
済
金
は
、
老
後
の
生
活
資
金
や
転
業
時
の

事
業
資
金
に
活
用
で
き
ま
す
。

◆
受
取
り
時
に
も
税
制
面
で
メ
リ
ッ
ト

受
取
方
法
を
次
の
３
種
類
か
ら
選
択
で
き

ま
す
。

・
一
括
受
取︵
退
職
所
得
扱
い
︶

・
分
割
受
取︵
公
的
年
金
等
の
雑
所
得
扱
い
︶

・
一
括
と
分
割
の
併
用

3
つ
の
メ
リ
ッ
ト

■
掛
金

○
月
額
１
千
円
か
ら
７
万
円
ま
で
５
百
円
単

位
で
自
由
に
選
べ
ま
す
︵
半
年
払
い
、
年
払

い
も
で
き
ま
す
︶。

○
加
入
後
の
増
減
額
は
掛
金
の
範
囲
内
︵
５
百

円
単
位
︶で
自
由
に
で
き
ま
す
。

■
共
済
金
の
受
け
取
り
事
由

　
加
入
後
６
ヶ
月
以
上
経
過
し
て
、
次
の
事
由

が
生
じ
た
場
合
、
事
由
に
応
じ
て
共
済
金
が
受

け
取
れ
ま
す
。

 

・
個
人
事
業
の
廃
業
、個
人
事
業
主
の
死
亡

 

・
個
人
事
業
主
の
廃
業
に
伴
う
共
同
経
営
者

の
退
任︵
死
亡
も
含
む
︶

 

・
会
社
等
の
解
散

 

・
疾
病
・
負
傷
に
よ
る
役
員
の
退
任

 

・
65
歳
以
上
で
15
年
以
上
掛
金
を
払
っ
て
い

る
共
済
契
約
者
か
ら
請
求
が
あ
っ
た
と
き

︵
老
齢
給
付
︶  

な
ど

■
契
約
者
貸
付

○
一
定
の
資
格
を
有
す
る
方
は
、
納
付
し
た
掛

金
の
範
囲
内
で
、
事
業
資
金
等
の
貸
付
制
度

を
利
用
で
き
ま
す
。︵
担
保
・
保
証
人
不
要
︶

経
営
相
談
ガ
イ
ド

製造業、建設業、運送業その他

卸売業

小売業

サービス業

ゴム製品製造業

ソフトウエア業または情報処理サービス業

旅館業

業　種 資本金額 従業員数

3億円以下

1億円以下

5千万円以下

5千万円以下

3億円以下

3億円以下

5千万円以下

300人以下

100人以下

50人以下

100人以下

900人以下

300人以下

200人以下
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エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
制
度
は
、
経
営
課
題

を
抱
え
る
小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
、
課
題

解
決
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
提
案
を
行
う
各
分
野

の
専
門
家
を
ご
要
望
に
応
じ
て
派
遣
す
る
制

度
で
す
。原
則
２
時
間
で
指
導
料
は
無
料
、
企

業
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
指
導
分
野

　
経
営
戦
略
、
税
務
、
労
務
管
理
、
販
売
促
進

︵
店
舗
見
直
し
、
広
報
戦
略
︶、
従
業
員
教
育
、
商

品
開
発
、Ｉ
Ｔ
活
用
、海
外
観
光
客
対
応
な
ど
。

■
対
象

　
当
商
工
会
議
所
の
地
区
内
︵
旧
５
町
お
よ

び
、
旧
谷
山
地
区
の
一
部
を
除
い
た
鹿
児
島
市

内
︶の
小
規
模
事
業
者
。

エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
制
度
（
無
料
）

経
営
課
題
の
解
決
に

　
　
　
　
専
門
家
を
派
遣
し
ま
す

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
商
工
会
議
所
産
業
振
興
部

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９︵
２
２
５
︶９
５
４
０

　
中
小
企
業
庁
が
運
営
す
る
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
支
援
サ
イ
ト
﹁
ミ
ラ
サ
ポ
﹂

か
ら
も
専
門
家
派
遣
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　 

ミ
ラ
サ
ポ 

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

※﹁
ミ
ラ
サ
ポ
﹂
は
小
規
模
事
業
者
だ
け

で
な
く
中
小
企
業
者
も
利
用
で
き
ま

す
。

経営相談ガイド
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部会委員会活動報告

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
プ
レ
ゼ
ン
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
重
要
性
を
学
ぶ

商
業
部
会
、情
報
・
文
化
部
会
、食
品
・

一
次
産
業
部
会
、
総
合
サ
ー
ビ
ス
部
会

合
同
委
員
研
修
会

港
湾
整
備
の
取
り
組
み
を
理
解

〈
建
設
・
資
材
部
会
委
員
研
修
会
〉

災
害
対
応
と
先
進
的
な

　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
を
視
察

〈
製
造
・
整
備
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
、

金
融
・
不
動
産
部
会
、
総
合
サ
ー
ビ
ス

部
会
、商
業
部
会
合
同
視
察
研
修
会
〉

■
日
時
　
2
月
21
日
17
時
30
分
〜

■
場
所
　
ホ
テ
ル
・
レ
ク
ス
ト
ン
鹿
児
島

■
演
題

　
鹿
児
島
に
お
け
る
港
湾
整
備
の
概
要

■
講
師

　
九
州
地
方
整
備
局

　
鹿
児
島
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
所
長
　
甲
斐
　
信
治 

氏

■
概
要

　
鹿
児
島
港
臨
港
道
路
︵
鴨
池
中
央
港
区

線
︶事
業
は
、
鹿
児
島
港
に
お
い
て
周
辺
道

路
の
交
通
混
雑
を
緩
和
し
港
内
の
円
滑
な

交
通
の
確
保
を
図
る
た
め
、鴨
池
港
区
と
中

央
港
区
を
結
ぶ
港
湾
道
路︵
延
長
２
４
０
０

メ
ー
ト
ル
、
２
車
線
︶の
整
備
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。事
業
期
間
は
２
０
１

７
年
度
か
ら
２
０
２
２
年
度
で
総
事
業
費

は
２
８
０
億
円
で
あ
る
。

　
ま
た
、鹿
児
島
港
は
２
０
１
８
年
６
月
29

日
に
、
国
際
ク
ル
ー
ズ
拠
点
を
形
成
す
る
港

湾
と
し
て
﹁
国
際
旅
客
船
拠
点
形
成
港
湾
﹂

に
指
定
さ
れ
た
。鹿
児
島
港︵
中
央
港
区
︶国

際
ク
ル
ー
ズ
拠
点
整
備
事
業
に
つ
い
て
、東

ア
ジ
ア
を
周
遊
す
る
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港

増
加
に
対
応
す
る
た
め
、２
０
２
１
年
度
に

か
け
て
岸
壁
や
泊
地
、旅
客
上
屋
の
整
備
を

進
め
る
。今
後
、
22
万
ト
ン
級
対
応
の
岸
壁

が
で
き
れ
ば
、既
存
の
16
万
ト
ン
級
と
並
ぶ

港
は
鹿
児
島
港
が
初
め
て
と
な
る
。

■
日
時
　
2
月
21
日
〜
22
日

■
場
所
　
熊
本
県

■
概
要

　
製
造
・
整
備
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
、金
融
・

不
動
産
部
会
、
総
合
サ
ー
ビ
ス
部
会
、
商
業

部
会
の
4
部
会
は
、
熊
本
地
震
後
の
企
業

活
動
の
変
化
や
、
自
然
災
害
へ
の
対
応
、
先

進
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
熊
本
の
地

場
企
業
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
の
着
眼
点
を
学
ぶ

こ
と
を
目
的
に
、
合
同
視
察
研
修
を
実
施

し
た
。

　
初
日
は
、
㈱
あ
つ
ま
る
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
Ｎ
Ｓ
Ｐ
山
鹿
工
場
を
視
察
。
周
年
無

菌
養
蚕
工
場
で
あ
る
同
工
場
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
か
ら
創
業
の
経
緯
や
、
工
場
の
設

備
や
生
産
量
等
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ

た
。総
工
費
23
億
円
と
い
う
大
規
模
投
資

に
よ
り
、
従
来
の
技
術
を
改
良
し
た
最
新

の
設
備
を
導
入
し
、
温
度
・
湿
度
・
無
菌

レ
ベ
ル
を
調
整
可
能
と
す
る
な
ど
、
蚕
の

飼
育
に
合
わ
せ
た
最
適
な
環
境
を
作
り
出

す
こ
と
の
で
き
る
工
場
と
な
っ
て
い
る
。

従
来
の
衣
類
以
外
に
も
、
石
け
ん
や
化
粧

品
、
医
薬
品
な
ど
幅
広
い
用
途
に
向
け
た

素
材
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。

部会委員会
活動報告

■
日
時
　
2
月
13
日
18
時
30
分
〜

■
場
所
　
ホ
テ
ル
・
レ
ク
ス
ト
ン
鹿
児
島

■
講
師

　
福
岡
商
工
会
議
所
　

　
情
報
サ
ー
ビ
ス
文
化
部
会
　
部
会
長
、

　
一
般
社
団
法
人
　
航
空
人
材
育
成
協
会

　
　
　
　
　
理
事
長
　
永
江
　
靜
加
　
氏

■
演
題

　
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
プ
レ
ゼ
ン
ス
を

　
　
　
　
　
　
持
つ
魅
力
あ
る
人
と
は

■
概
要

　﹁
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
プ
レ
ゼ
ン
ス
﹂
と

は
、
政
治
家
・
士
業
・
企
業
の
役
員
な
ど
、

人
に
影
響
を
与
え
る
立
場
の
方
に
ふ
さ
わ

し
い
雰
囲
気
や
品
格
の
こ
と
で
あ
る
。

　
特
に
﹁
プ
レ
ゼ
ン
ス
﹂
と
は
存
在
感
・

オ
ー
ラ
を
意
味
し
、
挨
拶
・
笑
顔
・
身
だ

し
な
み
・
言
葉
遣
い
・
態
度
・
メ
ン
タ
ル

の
6
原
則
か
ら
な
る
。人
の
上
に
立
つ
方

に
は
必
須
の
資
質
で
あ
り
、
今
回
の
研
修

で
は
、
挨
拶
・
笑
顔
に
つ
い
て
体
験
演
習

を
行
っ
た
。

　﹁
挨
拶
﹂
は
、
人
の
第
一
印
象
が
0
・
4

秒
で
決
ま
る
こ
と
を
念
頭
に
、
立
ち
姿
や

お
辞
儀
の
姿
勢
に
つ
い
て
、
二
人
一
組
の

ペ
ア
と
な
り
、
お
互
い
の
挨
拶
姿
勢
等
を

チ
ェ
ッ
ク
し
合
っ
た
。姿
勢
は
、
見
た
目
の

印
象
に
大
き
く
左
右
す
る
た
め
、
背
筋
を

伸
ば
す
こ
と
で
信
頼
感
な
ど
に
も
繋
が

る
。

　﹁
笑
顔
﹂
は
、
人
に
好
印
象
を
与
え
る
だ

け
で
な
く
、﹁
ま
た
会
い
た
い
﹂
と
思
っ
て

頂
き
、
更
な
る
出
会
い
に
繋
げ
る
た
め
に

大
切
で
あ
る
。
そ
の
練
習
方
法
と
し
て

﹁
ウ
ィ
ス
キ
ー
﹂
と
い
う
言
葉
を
繰
り
返
し

口
に
出
し
な
が
ら
、
口
角
を
上
げ
る
こ
と

を
意
識
す
る
と
良
い
。

　﹁
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
プ
レ
ゼ
ン
ス
﹂
は
、

﹁
見
た
目
＝
中
身
﹂
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
る
現

在
、
重
要
性
を
増
し
て
い
る
た
め
、
よ
り
一

層
意
識
し
て
頂
き
た
い
と
の
説
明
が
あ
っ

た
。
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教
授
　
坂
本 

光
司

人
を
大
切
に
す
る
経
営
学
会

1947年生まれ。福井県立大学教授、静岡文化芸
術大学教授。法政大学大学院政策創造研究科(地
域づくり大学院)教授、 同静岡サテライトキャン
パス長などを歴任。国や県、市町、商工会議所など
の審議会・委員会の委員を多数兼務している。著
書に『日本でいちばん大切にしたい会社』(あさ出
版)、『この会社はなぜ快進撃が続くのか』(かんき
出版)など。

さかもと・こうじ

Kouji
Sakamoto

PROFILE

　
神
奈
川
県
横
浜
市
の
新
横
浜
駅
か
ら
横

浜
市
営
地
下
鉄
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
に
乗
車
し
、

10
分
ほ
ど
走
っ
た
﹁
セ
ン
タ
ー
南
駅
﹂
近
く

の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
１
階
に
、
一
般
社
団
法

人
Ａ
Ｏ
Ｈ
が
運
営
す
る
﹁
シ
ョ
コ
ラ
ボ
﹂
と

い
う
名
の
工
房
が
あ
る
。

　
こ
こ
は
、
障
が
い
者
の
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
の
就
労
移
行
支
援
施
設
︵
一
般
型
︶︵
※
︶

で
、
２
０
１
２
年
11
月
に
障
が
い
者
が
働
く

全
国
初
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
専
門
工
房
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
こ
の
工
房
で
就
労
し
て
い
る
障
が
い
者

は
、
精
神
障
が
い
者
や
知
的
障
が
い
者
、
さ

ら
に
は
重
複
障
が
い
者
な
ど
約
30
人
。ま
た

彼
ら
彼
女
ら
の
就
労
や
生
活
支
援
の
た
め

の
ス
タ
ッ
フ
は
、
正
規
・
非
正
規
を
含
め
て

18
人
だ
。

　
現
代
表
︵
理
事
︶
は
創
業
者
で
も
あ
る
伊

藤
紀
幸
氏
で
、
創
業
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
は
、
伊
藤
さ
ん
の
お
子
さ
ん
に
障
が
い
が

あ
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。も
と
も
と
大
手
銀
行

の
エ
リ
ー
ト
行
員
で
あ
っ
た
伊
藤
さ
ん
は
、

子
ど
も
の
親
亡
き
後
を
案
じ
、
仲
間
の
支
援

を
得
て
工
房
を
夫
人
と
ス
タ
ー
ト
し
た
の

で
あ
る
。

　
障
が
い
者
就
労
継
続
支
援
施
設
で
働
く

障
が
い
者
の
月
給︵
工
賃
︶は
、
全
国
平
均
で

１
万
５
０
０
０
円
程
度
︵
１
日
７
０
０
円
程

度
︶と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
な
ん
と
し
て
も
、

付
加
価
値
の
高
い
商
品
を
製
造
販
売
し
、
障

が
い
者
の
将
来
の
生
活
を
安
定
さ
せ
ね
ば

…
…
と
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
注
目
し
た
の
で

あ
る
。

　
そ
し
て
販
売
も
、
メ
ー
カ
ー
や
流
通
の
下

請
け
型
で
は
利
幅
が
薄
く
な
る
と
考
え
、

ネ
ッ
ト
通
販
や
有
名
百
貨
店
、
ホ
テ
ル
な
ど

の
小
売
店
へ
直
接
販
売
す
る
方
式
と
し
た
。

伊
藤
さ
ん
ら
の
苦
労
と
努
力
と
賛
同
し
た

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
づ
く
り
の
プ
ロ
の
支
援
も

あ
り
、
創
業
以
来
、
今
日
ま
で
ほ
ぼ
一
貫
し

て
雇
用
も
業
績
も
伸
ば
し
て
い
る
。ま
た
働

く
障
が
い
者
の
月
給︵
工
賃
︶も
、
業
界
の
倍

の
３
万
１
０
０
０
円
と
い
う
。

　
先
日
、
久
方
ぶ
り
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
房

と
配
送
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
が
、
皆
、
自
信
に
満
ち
満
ち
た
顔
で

黙
々
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
つ
く
っ
て
い
た
。

伊
藤
さ
ん
か
ら
﹁
皆
に
一
言
…
…
﹂
と
い
わ

れ
た
の
で
、
筆
者
は
﹁
い
つ
も
お
い
し
い

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
つ
く
っ
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。こ
れ
か
ら
も
、
ほ
っ
ぺ
た
が
落
ち

る
ほ
ど
お
い
し
い
、
す
て
き
な
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
を
つ
く
り
続
け
て
く
だ
さ
い
﹂
と
、
お
礼

を
言
っ
た
。

　
余
談
で
は
あ
る
が
、
そ
の
折
に
一
人
の
女

性
社
員
を
紹
介
さ
れ
た
。そ
の
女
性
社
員

は
、
東
京
工
業
大
学
の
博
士
課
程
を
修
了
し

博
士
号
を
持
っ
た
方
で
、
シ
ョ
コ
ラ
ボ
の
存

在
と
活
動
を
知
り
著
名
な
大
手
企
業
を
退

職
し
、
同
法
人
に
入
社
し
た
と
い
う
。こ
う

し
た
若
い
社
員
の
行
動
を
見
る
と
、
今
や
企

業
の
﹁
物
的
価
値
﹂
な
ど
で
は
な
く
、
真
の

﹁
社
会
的
価
値
﹂
を
若
い
人
々
は
求
め
て
い

る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

※
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
施
設
と
は
、
障
が
い
や
難

病
の
あ
る
方
の
う
ち
、
年
齢
や
体
力
な
ど
の
理
由

か
ら
、
企
業
な
ど
で
雇
用
契
約
を
結
ん
で
働
く
こ

と
が
困
難
な
方
が
、
軽
作
業
な
ど
の
就
労
訓
練
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
。障
害
者
総

合
支
援
法
に
基
づ
く
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
で
、

比
較
的
簡
単
な
作
業
を
短
時
間
か
ら
行
う
こ
と
が

可
能
で
、
年
齢
制
限
は
な
く
、
障
が
い
や
体
調
に
合

わ
せ
て
自
分
の
ペ
ー
ス
で
働
く
こ
と
が
で
き
、
就

労
に
関
す
る
能
力
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。事
業

所
と
雇
用
契
約
を
結
ば
な
い
た
め
賃
金
で
は
な

く
、
生
産
物
に
対
す
る
成
果
報
酬
の
﹁
工
賃
﹂
が
支

払
わ
れ
る
。

快
進
撃
企
業
に
学
べ

が
ん
ば
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
房
『
シ
ョ
コ
ラ
ボ
』

快進撃企業に学べ

　
2
日
目
は
、
嘉
島
町
に
あ
る
㈱
金
剛
の

新
工
場
を
視
察
。㈱
金
剛
は
、
図
書
館
や
博

物
館
、
美
術
館
等
で
使
用
す
る
棚
を
製
作

し
て
い
る
企
業
。熊
本
地
震
で
工
場
が
被

災
し
て
、
完
全
な
復
旧
は
無
理
と
判
断
、
総

工
費
60
億
円
超
を
か
け
て
震
災
の
被
害
が

な
か
っ
た
嘉
島
町
に
最
新
鋭
の
工
場
を
建

設
し
た
。こ
の
工
場
の
特
徴
は
、﹁
Ｉ
ｏ
Ｔ

化
﹂
と
﹁
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
自
動
化
﹂。こ
れ

に
よ
り
多
品
種
小
ロ
ッ
ト
生
産
と
省
人
化

が
可
能
に
な
っ
た
。

　
続
い
て
、
平
成
27
年
に
完
成
し
た
地
上

７
階
、
地
下
1
階
の
肥
後
銀
行
の
本
店
ビ

ル
を
視
察
。﹁
自
然
と
人
の
共
生
﹂﹁
環
境
と

の
調
和
﹂と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
街

に
開
か
れ
た
空
間
を
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
敷
地
の
北
側
に
庭
を
設
け
建
ぺ
い

率
は
約
71
％
︵
法
定
90
％
の
約
8
割
︶
と

な
っ
て
い
る
。同
ビ
ル
は
環
境
に
配
慮
し
、

熊
本
の
﹁
武
者
返
し
﹂
と
﹁
棚
田
﹂
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
建
物
外
観
に
し
、
容
積
率
は
３

５
６
％
︵
法
定
６
０
０
％
の
約
6
割
︶
に
抑

え
て
い
る
。ま
た
、
震
災
対
策
と
し
て
防
災

井
戸
、
防
潮
壁
、
非
常
用
電
源
を
備
え
、
備

蓄
倉
庫
に
は
行
員
が
3
日
間
過
ご
す
の
に

十
分
な
量
の
飲
食
料
を
確
保
し
て
お
り
、

熊
本
震
災
時
に
は
１
０
０
名
ほ
ど
の
行
員

と
そ
の
家
族
を
受
け
入
れ
た
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

■
日
時
　
2
月
21
日
17
時
30
分
〜

■
場
所
　
ホ
テ
ル
・
レ
ク
ス
ト
ン
鹿
児
島

■
演
題

　
鹿
児
島
に
お
け
る
港
湾
整
備
の
概
要

■
講
師

　
九
州
地
方
整
備
局

　
鹿
児
島
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
所
長
　
甲
斐
　
信
治 

氏

■
概
要

　
鹿
児
島
港
臨
港
道
路
︵
鴨
池
中
央
港
区

線
︶事
業
は
、
鹿
児
島
港
に
お
い
て
周
辺
道

路
の
交
通
混
雑
を
緩
和
し
港
内
の
円
滑
な

交
通
の
確
保
を
図
る
た
め
、鴨
池
港
区
と
中

央
港
区
を
結
ぶ
港
湾
道
路︵
延
長
２
４
０
０

メ
ー
ト
ル
、
２
車
線
︶の
整
備
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。事
業
期
間
は
２
０
１

７
年
度
か
ら
２
０
２
２
年
度
で
総
事
業
費

は
２
８
０
億
円
で
あ
る
。

　
ま
た
、鹿
児
島
港
は
２
０
１
８
年
６
月
29

日
に
、
国
際
ク
ル
ー
ズ
拠
点
を
形
成
す
る
港

湾
と
し
て
﹁
国
際
旅
客
船
拠
点
形
成
港
湾
﹂

に
指
定
さ
れ
た
。鹿
児
島
港︵
中
央
港
区
︶国

際
ク
ル
ー
ズ
拠
点
整
備
事
業
に
つ
い
て
、東

ア
ジ
ア
を
周
遊
す
る
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港

増
加
に
対
応
す
る
た
め
、２
０
２
１
年
度
に

か
け
て
岸
壁
や
泊
地
、旅
客
上
屋
の
整
備
を

進
め
る
。今
後
、
22
万
ト
ン
級
対
応
の
岸
壁

が
で
き
れ
ば
、既
存
の
16
万
ト
ン
級
と
並
ぶ

港
は
鹿
児
島
港
が
初
め
て
と
な
る
。

■
日
時
　
2
月
21
日
〜
22
日

■
場
所
　
熊
本
県

■
概
要

　
製
造
・
整
備
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
、金
融
・

不
動
産
部
会
、
総
合
サ
ー
ビ
ス
部
会
、
商
業

部
会
の
4
部
会
は
、
熊
本
地
震
後
の
企
業

活
動
の
変
化
や
、
自
然
災
害
へ
の
対
応
、
先

進
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
熊
本
の
地

場
企
業
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
の
着
眼
点
を
学
ぶ

こ
と
を
目
的
に
、
合
同
視
察
研
修
を
実
施

し
た
。

　
初
日
は
、
㈱
あ
つ
ま
る
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
Ｎ
Ｓ
Ｐ
山
鹿
工
場
を
視
察
。
周
年
無

菌
養
蚕
工
場
で
あ
る
同
工
場
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
か
ら
創
業
の
経
緯
や
、
工
場
の
設

備
や
生
産
量
等
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ

た
。総
工
費
23
億
円
と
い
う
大
規
模
投
資

に
よ
り
、
従
来
の
技
術
を
改
良
し
た
最
新

の
設
備
を
導
入
し
、
温
度
・
湿
度
・
無
菌

レ
ベ
ル
を
調
整
可
能
と
す
る
な
ど
、
蚕
の

飼
育
に
合
わ
せ
た
最
適
な
環
境
を
作
り
出

す
こ
と
の
で
き
る
工
場
と
な
っ
て
い
る
。

従
来
の
衣
類
以
外
に
も
、
石
け
ん
や
化
粧

品
、
医
薬
品
な
ど
幅
広
い
用
途
に
向
け
た

素
材
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。
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photo News
　
２
月
７
日
か
ら
３
月
11
日
に
か
け
て
、
企
業

の
経
営
者
や
役
員
・
後
継
者
な
ど
を
対
象
に
、

か
ご
し
ま
商
人
塾
を
開
催
し
た
。45
名
の
受
講

者
は
、
カ
レ
ー
ハ
ウ
ス
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
壱
番
屋
創
業

者
の
宗
次
徳
二
氏
に
よ
る

”経
営
者
と
し
て

の
心
構
え
“
を
は
じ
め
、
情
報
戦
略
や
販
売
促

進
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
人
材
育
成
な
ど
経
営

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
全
６
回

の
講
座
で
学
ぶ
と
と
も
に
、
受
講
者
間
の
交
流

も
深
め
た
。

　
２
月
15
日
、
マ
リ
ン
ポ
ー
ト
鹿
児
島
に
、
ウ

エ
ス
テ
ル
ダ
ム
︵
約
８
万
３
千
ト
ン
︶
が
初
寄

港
し
た
。約
１
千
９
百
人
の
乗
船
客
の
多
く
は

ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
な
ど
の
欧
米
か
ら
の
参

加
者
だ
っ
た
。

　
入
港
時
、
当
商
工
会
議
所
な
ど
で
組
織
す
る

鹿
児
島
海
外
観
光
客
受
入
協
議
会
が
、
船
内
で

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
、
当
商
工
会
議
所
観

光
・
飲
食
・
交
流
部
会
の
寿
福
部
会
長
が
、
歓

迎
の
挨
拶
を
述
べ
た
。ま
た
、
同
協
議
会
か
ら

桜
島
の
レ
リ
ー
フ
や
薩
摩
焼
な
ど
の
記
念
品

を
贈
っ
た
。 

　
出
港
時
、
同
船
は
鹿
児
島
市
消
防
音
楽
隊
に

よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
る
な
か
、
次
の
寄
港
地
で

あ
る
上
海
へ
と
旅
立
っ
た
。

商
売
繁
盛
の
秘
訣
を
学
ぶ

2
7

3
11

か
ご
し
ま
商
人
塾

フォトニュース

多
く
の
欧
米
人
を
乗
せ
入
港

2
15

ウ
エ
ス
テ
ル
ダ
ム
初
寄
港
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２
月
25
日
、
横
浜
リ
ン
ケ
ー
ジ
社
会
保
険
労

務
士
事
務
所
代
表
の
蔵
中
一
浩
氏
を
講
師
に

招
き
、
金
融
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。﹁
銀

行
融
資
と
資
金
繰
り
改
善
﹂﹂と
題
し
、
元
銀
行

員
の
講
師
か
ら
金
融
機
関
に
お
け
る
融
資
の

仕
組
み
を
は
じ
め
、
申
込
時
の
ポ
イ
ン
ト
や
審

査
内
容
、
資
金
繰
り
の
考
え
方
等
に
つ
い
て
、

事
例
を
交
え
て
の
解
説
が
あ
っ
た
。

　
26
人
の
受
講
者
か
ら
は
﹁
銀
行
が
企
業
を
ど

の
よ
う
に
見
て
い
る
か
わ
か
っ
た
﹂﹁
必
要
運

転
資
金
の
考
え
方
が
理
解
で
き
た
﹂
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
た
。 

　
九
州
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
観
光
ア
イ
ラ
ン
ド

推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
︵
九
州
全
域
に
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
こ
と

を
目
的
に
平
成
30
年
10
月
に
設
立
。座
長：

唐

池 

恒
二 

九
州
旅
客
鉄
道
㈱
代
表
取
締
役
会
長

執
行
役
員
　
※
鹿
児
島
商
工
会
議
所
は
賛
助

会
員
と
し
て
参
画
︶
は
、
鹿
児
島
県
で
初
と
な

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
セ
ミ
ナ
ー
及
び
体
験
会

を
開
催
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
㈱
N
C
B 

L
a
b.

の
佐

藤
元
則
代
表
か
ら
﹁
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
語
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
す
べ
て
﹂と
題
し
て
、

国
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
施
策
等
に

つ
い
て
講
演
が
あ
っ
た
後
、
モ
バ
イ
ル
決
済
等

を
は
じ
め
と
す
る
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
各
社
か
ら
説

明
が
あ
っ
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
終

了
後
に
は
、各
社

の
デ
モ
機
を
直

接
操
作
で
き
る

体
験
会
が
行
わ

れ
、約
1
5
0
名

の
参
加
者
は
熱

心
に
説
明
に
聞

き
入
っ
て
い
た
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
セ
ミ
ナ
ー
・

体
験
会
を
開
催

融
資
を
受
け
る
ポ
イ
ン
ト
を
解
説

九
州
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
観
光
ア
イ
ラ
ン
ド
推
進

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
主
催

2
15

2
25

金
融
対
策
セ
ミ
ナ
ー

フォトニュース
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下
関
商
工
会
議
所
は
２
月
26
日
、
鹿
児
島
市

内
の
ホ
テ
ル
で
﹁
維
新
１
５
０
年
薩
長
商
談
交

流
会
ｉ
ｎ
か
ご
し
ま
﹂を
開
催
し
た
。

　
当
商
工
会
議
所
と
下
関
商
工
会
議
所
は
平

成
23
年
に
友
好
盟
約
を
締
結
し
て
お
り
、
今
回

の
商
談
会
で
は
、
下
関
の﹁
ふ
く
﹂を
は
じ
め
と

し
た
食
品
卸
売
・
小
売
業
等
10
社
が
出
展
、
当

商
工
会
議
所
の
会
員
事
業
所
等
に
地
元
食
材

や
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
ま
た
、﹁
ふ
く
刺
し
﹂の
実
演
で
は
、
職
人
に

よ
る
熟
練
の
技
術
が
披
露
さ
れ
、
ふ
く
の
美
味

し
い
食
べ
方
な
ど
も
紹
介
さ
れ
た
。来
場
者
か

ら
は
、﹁
下
関
の
食
を
身
近
に
体
験
で
き
る
い

い
機
会
に
な
っ
た
﹂な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

下
関
商
工
会
議
所
が

　
　
　
地
元
食
材
や
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ

2
26

維
新
1
5
0
年
薩
長
商
談
交
流
会
ｉ
ｎ
か
ご
し
ま

フォトニュース

い
ち
き
串
木
野
方
面
の

　
　
　
　
　
　
史
跡
な
ど
を
巡
る

3
11

グ
ラ
ン
ド
マ
ス
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
当
商
工
会
議
所
女
性
会
は
会
合
の
際
に
会

員
を
中
心
に
募
金
を
集
め
、
定
期
的
に
災
害
被

災
地
へ
の
義
援
金
や
各
種
団
体
等
へ
募
金
を

贈
呈
し
て
い
る
。今
回
は
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
2
の
鹿

児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
に
10
万
円
を
贈
呈

し
、
チ
ー
ム
を
激
励
し
た
。宮
之
原
会
長
は﹁
今

後
も
県
民
の
夢
と
希
望
、
光
に
な
る
よ
う
応
援

し
ま
す
。ぜ
ひ
Ｊ
１
を
目
指
し
て
！
﹂
と
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。ま
た
9
月
に
鹿
児
島
市
で
開
催

す
る
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
全
国

大
会
の
Ｐ
Ｒ
も
行
っ
た
。

　
当
商
工
会
議
所
は
3
月
12
日
、
東
京
海
上
日

動
火
災
保
険
㈱
と
共
催
で
人
材
採
用
＆
定
着

セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
、
会
社
社
長
や
総
務
・
人
事

担
当
者
な
ど
約
60
人
が
参
加
し
た
。

　
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱
の
土
田
晋
也

営
業
企
画
部
長
兼
地
方
創
生
・
健
康
経
営
室

課
長
が
講
師
を
務
め
た
。

　
講
師
か
ら
は
健
康
経
営
に
よ
る
人
材
確
保

が
、
効
率
的
な
教
育
投
資
や
生
産
性
向
上
を
生

ん
で
安
定
経
営
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
や
、
国
が

推
進
す
る
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
と
並
行
し

て
取
り
組
め
る
こ
と
の
利
点
な
ど
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。ま
た
、
健
康
経
営
優
良
法
人

の
認
定
取
得
の
手
続
き
や
押
さ
え
る
べ
き
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
も
解
説
が
あ
っ
た
。

鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
募
金
贈
呈

3
12

女
性
会
活
動
報
告

健
康
経
営
は
人
材
確
保
と

　
　
　
　
　
安
定
経
営
に
つ
な
が
る

3
12

人
材
採
用
＆
定
着
セ
ミ
ナ
ー

　
か
ご
し
ま
検
定
の
最
上
位
級
合
格
者
で
組

織
さ
れ
る
グ
ラ
ン
ド
マ
ス
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、
３
月
11
日
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実

施
し
、
い
ち
き
串
木
野
方
面
の
史
跡
な
ど
を

巡
っ
た
。

　
西
洋
の
進
ん
だ
文
化
・
技
術
を
学
ぶ
た
め

に
イ
ギ
リ
ス
へ
渡
っ
た
、
若
き
薩
摩
藩
士
19
人

の
生
涯
を
紹
介
し
て
い
る
薩
摩
藩
英
国
留
学

生
記
念
館
や
、
徐
福
伝
説
の
残
る
冠
嶽
園
、
西

郷
隆
盛
が
工
事
に
携
わ
っ
た
と
さ
れ
る
萬
福

池
な
ど
を
訪
問
。30
名
の
参
加
者
は
、
史
跡
な

ど
を
熱
心
に
観
察
し
、見
識
を
広
め
て
い
た
。
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時代を読み解くツボ

ツ
ボ

時
代
を
読
み
解
く

チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
　
熊
谷 

亮
丸

株
式
会
社 

大
和
総
研 

常
務
取
締
役 

調
査
本
部
副
本
部
長

ト
ラ
ン
プ
政
権
誕
生
の
背
後
に
あ
る
二
つ
の
構
造
問
題

1966年生まれ。89年東京大学法学部卒業。93年東京大学大学院法学 
政治学研究科修士課程修了。2016年ハーバード大学経営大学院 AMP
(上級 マネジメントプログラム)修了。日本興業銀行調査部などを経て、
07年大和総研入社。14年同社・執行役員。18年より現職。 財務省、総務
省、内閣官房、内閣府、参議院などの公職を歴任。18年より 経済同友会
幹事。11年より株式会社財界研究所「財界賞・経営者賞」選考委員会選考
委員。テレビ東京「ワールドビジネスサテライト」レギュラーコメンテー
ターとしても活躍中。

くまがい・みつまる

Kumagai
Mitumaru

PROFILE

　
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
迷
走
を
続
け
て
い
る
。

２
０
１
９
年
２
月
、ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
国

家
非
常
事
態
を
宣
言
し
、国
境
沿
い
の
壁
建

設
を
強
行
す
る
ス
タ
ン
ス
を
鮮
明
に
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、全
米
16
の
州
が
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
を
集
団
提
訴
す
る
異
例
の
事
態
と

な
っ
た
。

　
筆
者
は
、16
年
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
誕
生
の

背
景
と
し
て
、︵
１
︶資
本
主
義
と
民
主
主
義

の
離
婚
、︵
２
︶設
計
主
義
・
エ
リ
ー
ト
主
義

へ
の
懐
疑
、と
い
う
二
つ
の
構
造
問
題
に
注

目
し
て
い
る
。

　
第
一
に
、﹁
資
本
主
義
と
民
主
主
義
の
離

婚
﹂と
い
う
問
題
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

も
と
も
と
市
民
革
命
の
時
代
か
ら
資
本
主

義
と
民
主
主
義
の
相
性
は
極
め
て
良
好
で

あ
っ
た
。と
り
わ
け
、
米
国
を
中
心
と
す
る

資
本
主
義
陣
営
と
、ソ
連
を
中
心
と
す
る
社

会
主
義
陣
営
と
が
激
し
く
対
立
す
る﹁
東
西

冷
戦
﹂下
に
お
い
て
、
資
本
主
義
と
民
主
主

義
は
手
を
携
え
て
共
産
主
義
に
対
抗
し
、こ

れ
を
崩
壊
に
追
い
込
ん
だ
。

　
し
か
し
、１
９
９
０
年
代
に
入
り
共
産
主

義
陣
営
が
崩
壊
し
た
後
、多
く
の
国
で
中
間

層
の
没
落
や
格
差
の
拡
大
と
い
っ
た
問
題

が
深
刻
化
し
た
。こ
の
過
程
で
、
民
主
主
義

は
格
差
是
正
に
無
力
で
あ
っ
た
。
ヒ
ラ

リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
氏
に
代
表
さ
れ
る
、エ

ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
層
は
、富
裕
層
の

既
得
権
を
擁
護
し
、貧
困
層
の
生
活
は
一
向

に
改
善
し
な
か
っ
た
。現
在
、
国
際
慈
善
団

体
オ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ム
の
最
新
の
年
次
報
告

書
に
よ
れ
ば
、
世
界
で
最
も
裕
福
な
26
人

が
、世
界
で
所
得
が
最
も
低
い
38
億
人
の
総

資
産
に
匹
敵
す
る
富
を
握
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
深
刻
な
の
は
、
近
年
、
世
界
中
で

格
差
が
固
定
化
し
て
き
た
点
で
あ
る
。常
識

的
な
範
囲
で
の
格
差
の
存
在
自
体
は
、経
済

活
性
化
を
促
す
カ
ン
フ
ル
剤
だ
と
も
い
え

る
。し
か
し
、最
近
の
米
国
で
は
、親
の
年
収

や
社
会
的
な
階
層
に
よ
っ
て
、子
ど
も
の
運

命
が
規
定
さ
れ
る
と
い
う
形
で
、ま
さ
し
く

﹁
貧
困
の
連
鎖
﹂が
起
き
て
い
る
の
だ
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
現
実
を
受
け
て
、﹁
資

本
主
義
と
民
主
主
義
の
離
婚
﹂が
進
行
し
て

い
る
。民
主
主
義
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
政
府

が
、格
差
を
一
向
に
解
消
し
て
く
れ
な
い
こ

と
に
対
す
る
貧
困
層
の
不
満
は
、も
は
や
制

御
不
能
な
レ
ベ
ル
に
ま
で
達
し
て
い
る
。

　
二
つ
目
の
構
造
問
題
と
し
て
、
設
計
主

義
・
エ
リ
ー
ト
主
義
に
対
す
る
懐
疑
的
な

見
方
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。

　
か
つ
て
は
、フ
ラ
ン
ス
と
か
ド
イ
ツ
の
エ

リ
ー
ト
た
ち
が
考
え
れ
ば
、最
高
の
制
度
が

つ
く
れ
る
と
い
う
考
え
方
が
存
在
し
た
。し

か
し
、こ
う
し
た
設
計
主
義
・
エ
リ
ー
ト
主

義
に
支
え
ら
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
は
、18

世
紀
末
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
降
、
迷
走
を
続

け
た
。政
治
体
制
が
猫
の
目
の
よ
う
に
変
化

し
た
の
み
な
ら
ず
、大
量
の
死
者
を
生
む
こ

と
と
な
っ
た
。

　
近
年
は
、フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
の
エ
リ
ー

ト
主
義
に
対
す
る
懐
疑
的
な
見
方
が
強

ま
っ
て
い
る
。英
国
の
Ｅ
Ｕ︵
欧
州
連
合
︶
か

ら
の
離
脱
―
―
い
わ
ゆ
る
Ｂ
ｒ
ｅ
ｘ
ｉ
ｔ

も
、こ
う
し
た
文
脈
の
下
で
整
理
す
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
現
状
は
、
英
国
の
み
な
ら
ず
、
世
界
中
の

各
地
で
、
反
エ
リ
ー
ト
主
義
や
、
オ
ー
ト
ノ

ミ
ー
、
つ
ま
り﹁
自
己
決
定
権
﹂を
求
め
る
動

き
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。い
わ
ば
﹁
自
分

の
こ
と
は
自
分
で
決
め
た
い
﹂と
い
う
考
え

方
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、欧
州
統
合
の
原
動
力
と
な
っ
て

き
た
の
も
、フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
の
エ
リ
ー

ト
層
で
あ
る
。歴
史
的
に
欧
州
は
何
度
も
ド

イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
の
戦
争
に
よ
っ
て
翻
弄

︵
ほ
ん
ろ
う
︶
さ
れ
て
き
た
。そ
の
反
省
の
上

に
立
っ
て
、
欧
州
統
合
は
、
戦
争
の
な
い
平

和
な
欧
州
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。つ
ま
り
、
経
済
的
な
損
得
勘
定
な
ど

は
二
の
次
な
の
だ
。

　
し
か
し
、
一
般
大
衆
に
は
、
こ
う
し
た

﹁
崇
高
な
理
念
﹂
は
と
う
て
い
理
解
で
き
な

い
。﹁
平
和
﹂
を
重
視
す
る
エ
リ
ー
ト
層
と
、

﹁
経
済
的
な
損
得
勘
定
﹂
に
重
き
を
置
く
一

般
大
衆
の
議
論
は
、
全
く
か
み
合
っ
て
い

な
い
。ギ
リ
シ
ャ
や
ド
イ
ツ
で
強
ま
る
﹁
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
︵
大
衆
迎
合
主
義
︶﹂
に
よ
っ

て
、
欧
州
連
合
は
度
々
、
激
震
に
見
舞
わ
れ

て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
構
造
的
要
因
を
考
慮
す

る
と
、
今
後
も
世
界
が
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

に
翻
弄
さ
れ
る
日
々
は
、
ま
だ
ま
だ
続
き

そ
う
で
あ
る
。
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断
に
迷
っ
た
場
合
は
、
確
か
な
情
報
源
を

使
っ
て
確
認
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
。

メ
ー
ル
本
文
に
記
載
さ
れ
て
い
る
連
絡
先

に
連
絡
を
し
た
り
、
届
い
た
メ
ー
ル
へ
返

信
し
て
問
い
合
わ
せ
た
り
す
る
こ
と
は
、

相
手
に
こ
ち
ら
の
情
報
を
与
え
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
避
け
て
ほ
し
い
。

■
管
理
者
の
対
策

　
誰
し
も
、
知
ら
な
い
危
険
を
避
け
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。そ
の
た
め
、
利
用
者
啓

発
が
必
要
で
あ
る
。
手
口
・
対
策
・
事
例

な
ど
メ
ー
ル
の
真
偽
を
判
断
す
る
た
め
に

必
要
な
情
報
を
具
体
的
に
・
継
続
的
に
・

最
新
の
情
報
で
、
利
用
者
に
提
供
し
て
ほ

し
い
。

　
し
か
し
、
手
口
や
対
策
を
知
っ
て
い
て

も
、
誰
も
が
・
い
つ
で
も
・
全
て
の
メ
ー

ル
を
正
し
く
見
分
け
る
こ
と
は
容
易
で
は

な
く
、
以
前
よ
り
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い

た
と
い
う
組
織
で
も
被
害
が
出
て
い
る
。

そ
の
た
め
利
用
者
啓
発
の
み
な
ら
ず
、
２

段
階
認
証
の
利
用
、
不
審
サ
イ
ト
へ
の
ア

ク
セ
ス
の
遮
断
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
対
策
機

能
を
持
つ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ソ
フ
ト
の
導

入
な
ど
、
利
用
の
目
的
や
環
境
に
応
じ
た

シ
ス
テ
ム
的
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
の

実
施
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

︵
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
・

江
島
将
和
︶

■
利
用
者
の
対
策

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
メ
ー

ル
が
送
ら
れ
て
く
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

典
型
的
な
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
手
口
や
、

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
メ
ー
ル
の
特
徴
と
い
っ
た

基
本
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
場
合

で
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
メ
ー
ル
か
ど
う
か
を
判

断
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
の
手
口
や
対
策
な
ど
の
具
体
的
な
内
容

に
つ
い
て
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
対
策
協
議
会

に
て
提
供
さ
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

︵h
ttp

s://w
w
w
.a
n
tip

h
ish

in
g
.jp
/rep

o
rt

/g
u
id
elin

e/

︶を
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
メ
ー
ル
の
リ
ン
ク
機
能
は
便
利

だ
が
、
不
審
な
サ
イ
ト
へ
の
誘
導
に
も
使

わ
れ
る
。そ
の
た
め
、
メ
ー
ル
内
の
リ
ン
ク

を
安
易
に
ク
リ
ッ
ク
し
な
い
習
慣
を
つ
け

て
ほ
し
い
。よ
く
利
用
す
る
サ
イ
ト
は
、
あ

ら
か
じ
め
お
気
に
入
り
に
登
録
し
て
お

き
、
そ
れ
を
使
用
し
て
ア
ク
セ
ス
す
る
。何

も
し
て
い
な
い
の
に
突
然
送
ら
れ
て
き
た

メ
ー
ル
の
リ
ン
ク
は
、
特
に
警
戒
し
て
ほ

し
い
。

　
昨
今
で
は
、
送
信
元
や
文
面
が
本
物
ら

し
く
、
と
て
も
巧
妙
で
判
別
が
難
し
い
場

合
も
あ
る
。そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
届
い
た

こ
と
の
な
い
内
容
の
メ
ー
ル
や
リ
ン
ク
の

ク
リ
ッ
ク
を
誘
う
内
容
の
メ
ー
ル
な
ど
が

届
い
た
際
に
、
そ
れ
が
本
物
か
ど
う
か
判

中小企業のセキュリティー対策

ウ
ェ
ブ
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
が
標
的
に

〔
第
21
回
〕相
次
ぐ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
被
害

判
断
に
迷
っ
た
ら

　
　
　
　
確
か
な
情
報
源
で
確
認

ウェブメールサービスを狙ったフィッシングの例

　
昨
年
の
４
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
組

織
が
利
用
す
る
ウ
ェ
ブ
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

︵
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
３
６
５
、Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
！

Ｍ
ａ
ｉ
ｌ
、Ｄ
ｅ
ｅ
ｐ
ｍ
ａ
ｉ
ｌ
、Ｇ
ｍ
ａ
ｉ
ｌ

な
ど
︶
を
狙
っ
た
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
被
害
が

相
次
い
だ
。７
月
以
降
も
被
害
を
確
認
し

て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
注
意
が
必
要

で
あ
る
。

　
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構

︵
Ｉ
Ｐ
Ａ
︶
が
確
認
し
た
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の

手
口
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
組
織
で
利
用
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
メ
ー
ル

サ
ー
ビ
ス
の
シ
ス
テ
ム
管
理
者
を
装
い
、

送
信
エ
ラ
ー
や
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
が
い
っ

ぱ
い
で
あ
る
な
ど
と
記
載
さ
れ
た
メ
ー
ル

が
、
利
用
者
宛
て
に
送
ら
れ
る
。利
用
者
が

メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
と
、
ウ
ェ
ブ
メ
ー
ル
サ
ー
ビ

ス
の
正
規
の
ロ
グ
イ
ン
ペ
ー
ジ
を
模
し
た

偽
ロ
グ
イ
ン
ペ
ー
ジ
に
誘
導
さ
れ
る
。そ

の
ペ
ー
ジ
で
利
用
者
が
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー

ド
を
入
力
し
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
ら
が
詐

取
さ
れ
る
。

　
Ｉ
Ｐ
Ａ
へ
の
届
け
出
情
報
で
は
、
偽
ロ

グ
イ
ン
ペ
ー
ジ
は
、
ウ
ェ
ブ
メ
ー
ル
サ
ー

ビ
ス
の
英
語
版
の
標
準
デ
ザ
イ
ン
に
酷
似

し
て
い
た
事
例
や
、
組
織
の
ロ
ゴ
を
使
用

し
た
独
自
の
デ
ザ
イ
ン
に
模
し
て
あ
る
事

例
な
ど
、
本
物
の
ロ
グ
イ
ン
ペ
ー
ジ
に
似

せ
て
つ
く
ら
れ
て
い
た
。

　
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
詐
取
さ
れ
た
こ

と
で
、
ウ
ェ
ブ
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
に
不
正

ロ
グ
イ
ン
さ
れ
、
当
該
ア
カ
ウ
ン
ト
の
設

定
を
変
更
さ
れ
、
受
信
メ
ー
ル
が
外
部
転

送
さ
れ
た
り
、
当
該
ア
カ
ウ
ン
ト
が
踏
み

台
に
さ
れ
、
他
組
織
へ
の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
た
り
す
る
。

2. メールから誘導されたウェブメール
　サービスの偽ログインページで
　 ID・パスワードを入力

1.システム管理者をかたる
　メールが届く

ID・パスワードが
奪われる

（フィッシング被害）

ID・パスワードを使って
正規のウェブメール
サービスに
ログインされる
（不正ログイン被害）

利用者 攻撃者

メールボックスが
いっぱいです

メールが送信
できませんでした
　　　管理者

中
小
企
業
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策

中
小
企
業
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策
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インフォメーション

i n f o r m a t i o n

産業界の信頼ブランド「商工会議所検定試験」申込スタート！

日　商　検　定

東　商　検　定

第46回
カラーコーディネーター検定試験®

第152回 日商簿記検定試験

　色の性質や特性を理解し、商品開発や演出など
で役立つ実践的な色彩の知識が身につきます。
　接客、販売はもちろん、ファッションセンス
アップにも有効です。

簿記は、あらゆる業種・職種に役立つビジネスの基礎知識。企業活動を記録・計算・整理して、経営成績
と財務状態を明らかにする技能です。また、経理のみならず、経営や経済への理解力が身につきます。

試　験　日／
申込受付期間／
受　験　料／

6月16日(日)
3月26日(火)～4月26日(金)
2級：7,340円　3級：5,250円

第45回
ビジネス実務法務検定試験®
　社会人に必要な法律知識をバランスよく身に
つけることができます。企業防衛はもちろん、コ
ンプライアンス意識の向上にも役立ちます。全て
のビジネスパーソンに必要な知識で、人事評価に
も活用されています。
試　験　日／
申込受付期間／
受　験　料／

6月30日(日)
4月16日(火)～5月17日(金)
2級：6,480円　3級：4,320円

第42回　福祉住環境
コーディネーター検定試験®
　高齢者や障がい者に対して住みやすい住環境
を提案することができる資格です。
　医療・福祉・建築について、体系的で幅広い知識
を身につけることができます。
試　験　日／
申込受付期間／
受　験　料／

7月7日(日)
4月23日(火)～5月24日(金)
2級：6,480円　3級：4,320円

試　験　日／
受　験　料／

6月9日(日)
1級：7,710円　2級：4,630円　3級：2,800円
※インターネット申し込みの場合は、ネット受付事務手数料が別途必要です。

申込受付期間／4月8日(月)～5月17日(金)

第9回
ビジネスマネジャー検定試験®
　企業規模・業種を問わず、あらゆる管理職が身
につけておくべきマネジメント知識を体系的に
習得することができます。

試　験　日／
申込受付期間／
受　験　料／

7月14日(日)
4月23日(火)～5月31日(金)
6,480円

東商検定の受験申し込みは、東商検定センターへの直接申し込みになります。
インターネットもしくは電話からお申し込みください。
≪電話受付≫　平日の10:00～18:00（土・日・祝日・年末年始を除く）
　　　　　　　ＴＥＬ：03－3989－0777
≪インターネット受付≫　24時間対応（申込期間に限る）ＵＲＬ：https://www.kentei.org/
　　　　　　　　　　　　◇詳細はWebで、  東商検定　検索

申込方法

※鹿児島商工会議所13階窓口へ受験料をご持参いただくか、鹿児島商工会議所のホー
ムページからお申し込みください。
≪窓口受付≫　平日の8:30～17:00
　　　　　　　鹿児島商工会議所　企業支援課　ＴＥＬ：099－225－9522
≪インターネット受付≫　24時間対応（申込期間に限る）
　　　　　　　　　　　　◇詳細はWebで、 鹿児島商工会議所簿記検定　検索

申込方法

企業が求める資格、第１位※ ～企業、経済を見る目が養える～
※リクルートエージェントのホームページ「企業が求める資格ランキングトップ10」から引用。
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新入会員紹介

事 業 所 名 事 業 内 容 事 業 所 名 事 業 内 容

Shiro.

ONE KILN

(同)うぐいす会計

中尾　研志

㈱Azuma Legal Partners

㈱イースト朝日

春山土木

西山勝税理士事務所

ＮＢＣコンサルタンツ㈱

㈱共立メンテナンス九州支店

㈲ヨシヤ工建

㈱ＩＴブレイド

㈲メディカル・トータル・サポート

イオンクレジットサービス㈱鹿児島支店

㈱あしたのチーム

ファーマーズサポート㈱

㈱そらのまち保育園

㈱ミタス

㈱新創ハウス

Ordermade&Remakeおはりこ

九州電気システム(株)鹿児島支店

K-Reform.

㈱薩摩川内鰻

㈱アテイン

三軌建設㈱鹿児島支店

竹之内　一也

鹿児島ＳＲ経営労務センター

MONKEY WRENCH

(特非)いきがい支援センターチロリン村

(福)なかよし会

善屋

晴と褻建築計画

Tealeaf work

㈱フォトビジョンアルファ

鮫島コンサルティングオフィス

(税)武内総合会計鹿児島事務所

ケアライン㈱

ユニバーサルソフト㈱

㈱太陽ステンレス

経営・労務管理久保事務所

飲食業（カフェ）

陶磁器製造

会計サービス

経営コンサルタント業

コンサルティング業

特殊印刷、一般印刷

土木工事業

税理士業

経営コンサルタント業

寮事業、ドーミーイン事業、リゾート事業

塗装業

ソフトウェア開発及び販売

在宅介護サービス事業

クレジット事業、ソリューション事業

人事評価制度構築と運用サポート

企業主導型保育所、総菜店

リフォーム業、外構工事、カーテン工事

不動産業

婦人服仕立て

建設業、電気工事業、電気通信事業

リフォーム、リノベーション、メンテナンス

鰻の養殖及び販売、水産加工品の仕入販売

司会業、一般派遣業、講師業

総合建設業

解体業

労働保険事務組合

洋服（メンズ）、靴・雑貨

高齢者及び障害者の雇用支援

保育所等

消防防災設備、鳶工事

建築設計、建築施工

ウェブ制作、パソコンレッスン

経営コンサルタント業

税理士業

介護事業

ステンレス板金加工業、建築金物

主に畜産業における情報通信業、
システム開発業、マーケティング業

ブライダルプロデュース、
ブライダル写真・映像撮影等

ソフトウェア開発、ハードウェア
及び周辺機器の販売、労働者派遣

社会保険労務士業、中小企業診断士業、
ISO審査員業

㈱NUMBER

㈱ひばりラボ

㈱ビデオソニック鹿児島営業所

㈱吉永土木

中迫純夫税理士事務所

志賀建築設計室

シェイク＆ハート

㈱南空

癒しサロン　OHANA

孝　洋一郎

(同)晴天

(同)フェニックス

㈱ヴォストーク

郷中塾

石田整骨院

㈱昇建

㈱KICS

プラン・ドゥ・ボヌール

㈱川野農林

Big Mouth

アーバンリバティス法律税務事務所

㈲ジェネラル・ライフ・サービス

㈱千日1・4開発

㈲ジュノ

ヘアーサロンMARS

アクシスデザインスタイル

㈲鹿児島昇降機

㈲水交設備

旬彩黒丸

(同)Lian絆

㈲新哉工務店

砂丘農園㈱

WHISKY BAR JOSUI

㈱エアリアルワークス

ロイヤルホーム㈱

TNKプロラボ

居酒屋さばお

Foot Works

ジェラートカフェCoCo

ギャラリー陶夢㈱

映像制作、Web制作、クラウドサービス

建設業、土木一式工事

税理士業

建築設計

飲食業（スムージー、シフォンケーキ）

管工事業

介護事業

不動産賃貸業

自動車整備・販売

学習塾

整骨院

総合内外装工事

メイク講座、メイク

建設業（足場組立）

飲食業

弁護士業

建築業

不動産の売買・賃貸借・管理・仲介に関する業務等

美容業

美容業

設計、建設

昇降機等

管工事業

飲食業

就労支援

建築工事業

農業

飲食業

測量、ドローン

建設業、住宅販売

写真撮影、写真プリント

飲食業（居酒屋）

建材補修業

家具小売業

県産食材でのジェラート製造販売、
イベント出店、コーヒー

廃タイヤ収集運搬及び中間処理、家屋解体業、
スポーツサークル運営

生命保険募集業、損害保険代理業、
ファイナンシャルプランニング業

ニュースキャン(素粒子)、
化粧品小売、ワークショップ

センサーシステム開発、
IoT導入コンサルティング

婚礼貸衣装業、オーダースーツ
小売業、コンサルティング業

新 入 会 員 紹 介
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新入会員紹介

事 業 所 名 事 業 内 容 事 業 所 名 事 業 内 容

㈲太陽開発

鹿児島冷蔵㈱

はなふさ社労士事務所

㈱英工建

㈱宮崎舞研

中央サービス㈱

建成工業

㈱TN・work

日本精工㈱鹿児島支店

三幸ホーム㈲

鹿児島商事㈱

㈱大智建設工業

湯通堂　恒

(医)平和会

㈱ヒカリヲ

㈲増田栄花園

焼肉　流星

ネットクリエイト㈱

㈱一品堂酒類販売

ヤマパン

不動産仲介業

倉庫業

建築業

イベント企画、舞台照明

電気通信業

とび・土木

食肉卸、食肉加工

仏壇製造販売、寺院用仏具販売、木材販売

建築工事業

加工食品卸売業

建設業

税理士業

医療、介護

児童福祉、介護、飲食業

造園業、土木、とび土工

飲食業（焼肉店）

電気工事業

酒類小売業

ベーカリー、国産小麦粉食パン店、菓子製造業

労働保険・社会保険の手続代行、
就業規則作成、助成金提出代行

M・S㈱

中原フーズ

㈱上之園西洋堂

孫の手サービスセンター㈱

㈱マリモ

㈱三立鑑定鹿児島支店

㈲豆太郎

Prime Smile

㈱マシューズ

cocoami

誠設備

㈱リリー

Man to Man㈱鹿児島オフィス

PayPay㈱

いち膳美乃家

からだ研究所

㈱ヒガシデンタルラボラトリー

さかえ司法書士事務所

㈱トマリ

def

陸海産物卸売業

配食サービス（高齢者向け）

不動産業

損害保険鑑定業

不動産賃貸業

司会業、マナー研修

介護保険事業

美容業

管工事業

ソフトウェア開発、ウェブ関連開発

決済事業、電気通信事業、情報処理サービス業

弁当・仕出し販売

エステ

歯科技工

司法書士業、行政書士業

建材卸売

美容業

ウェディングコンサルタント業、
飲食業（西洋料理）

労働者派遣事業、有料職業紹介事業、
生産・物流業務のアウトソーシング事業

コンピューターシステム販売、
インターネット情報処理等

(H27年3月16日常議員会承認）

鹿児島商工会議所ビル1F

※下記のような利用特典がございます。

◆貸室使用料（平日使用料金・税抜） （単位：円）

貸　室

アイムホール（1/1）
　　〃　　　（1/2）
　　〃　　　（1/4）
第1 会議室
第2 会議室
第3 会議室

面積
（㎡）

274
137
68
46
37
33

人員
（人）

180
81
36
30
24
18

A

9：00～
　12：00

45,000
28,000
20,500
18,500
14,000
13,500

B

9：00～
　17：00

95,000
59,500
40,500
38,500
29,000
28,000

C

13：00～
　17：00

56,000
34,500
23,000
20,500
15,500
14,500

D

17：30～
　21：30

60,500
37,500
27,000
24,000
19,500
17,500

「アイム」は鹿児島商工会議所ビルが人と情報が行き交うビルになることを願って、「出逢いは自己紹介から始まる」ことに着眼

し、英語の「I’m」（私は）と命名したものです。Iにはインフォメーション、インテリジェント、mにはメトロポリス（中心地）、ミート（出会

い）などの意味が込められています。
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ボ1986年、筑波大学大学院理工学修士課程修了。同年、 

日本経済新聞社入社。日経ビジネス、 日経トレンディ
など、経営分野、コンシュー マ分野の専門誌編集部を
経て現職。全国各地で地域振興や特産品開発のための
講演・ コンサルを実施。消費者起点のものづくりを
テーマ に地域発のヒット商品育成を支援。著書に『地
方発ヒットを生む逆算発想のものづくり』。

わたなべ・かずひろ

Watanabe
Kazuhiro
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滋
賀
県
東
近
江
市
の
八
日
市
本
町
商
店

街
の
一
角
に
﹁
楓
江
庵
︵
ふ
う
こ
う
あ
ん
︶﹂

と
い
う
海
鮮
居
酒
屋
が
あ
り
ま
す
。新
鮮
な

サ
バ
や
伊
勢
エ
ビ
、
貝
な
ど
の
魚
介
類
と
地

元
の
野
菜
を
使
っ
た
料
理
が
人
気
を
呼
び
、

連
日
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。こ
の
居

酒
屋
は
、
東
近
江
市
と
隣
接
す
る
三
重
県
南

伊
勢
町
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
商
社
が
連
携

し
て
企
画
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
南
伊
勢
町
は
そ
の
名
の
通
り
伊
勢
神
宮

が
あ
る
伊
勢
半
島
の
南
に
位
置
し
た
漁
業

と
農
業
を
中
心
と
す
る
人
口
１
万
５
０
０

０
人
ほ
ど
の
ま
ち
で
す
。日
本
有
数
の
サ
バ

の
水
揚
げ
を
誇
る
漁
港
が
あ
り
、
タ
イ
や
マ

グ
ロ
、
小
ぶ
り
の
ホ
タ
テ
の
よ
う
な
ヒ
オ
ウ

ギ
貝
な
ど
の
養
殖
も
盛
ん
で
す
。

　
一
方
の
東
近
江
市
は
、
琵
琶
湖
の
南
岸
に

位
置
し
、
京
都
ま
で
電
車
で
１
時
間
程
度
と

い
う
利
便
性
か
ら
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て

人
口
が
徐
々
に
増
え
続
け
て
い
る
地
域
で

す
。ま
た
、
近
畿
地
方
で
最
も
耕
作
地
の
面

積
が
大
き
い
農
業
の
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

　
東
近
江
市
と
南
伊
勢
町
は
車
で
２
時
間

強
の
距
離
で
す
が
、
行
政
区
分
は
滋
賀
県
と

三
重
県
の
二
つ
に
ま
た
が
っ
て
い
ま
す
。楓

江
庵
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
い
わ
ゆ
る
広
域

連
携
の
事
業
で
す
。
人
口
が
増
え
て
い
る

”
海
な
し
県
“
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
、
近
く

の
漁
港
の
ま
ち
か
ら
新
鮮
な
魚
介
類
を
運

び
、
単
に
消
費
地
に
卸
売
り
す
る
だ
け
で
な

く
、
付
加
価
値
を
高
め
て
販
売
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
で
す
。実
は
、
楓
江
庵
で
提
供
さ

れ
る
サ
バ
ず
し
や
シ
メ
サ
バ
、
ア
ジ
フ
ラ
イ

な
ど
の
加
工
は
南
伊
勢
町
に
つ
く
ら
れ
た

セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
で
処
理
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、
南
伊
勢
町
に
も
新
た

な
雇
用
を
創
出
す
る
事
業
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
東
近
江
市
の
楓
江
庵
で
も
居
酒
屋
の
業

務
と
し
て
新
た
な
雇
用
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
し
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
目
立
つ
商
店
街
に
新

し
い
名
物
店
舗
が
誕
生
す
る
こ
と
で
、
ま
ち

の
に
ぎ
わ
い
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。海
な

し
県
に
あ
り
な
が
ら
、
漁
港
に
直
結
し
た
お

店
で
新
鮮
な
魚
介
料
理
と
地
元
の
野
菜
料

理
が
食
べ
ら
れ
、
消
費
者
に
と
っ
て
も
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
事
例
に
は
広
域
連
携
事
業
で
必
要

な
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
メ
リ
ッ
ト
を
与

え
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ビ
ジ
ネ
ス
と
新
た
な
雇
用

を
創
出
す
る
と
い
う
要
素
が
全
て
含
ま
れ

て
い
ま
す
。何
よ
り
も
こ
の
モ
デ
ル
が
持
続

す
る
た
め
に
必
要
な
﹁
消
費
者
の
満
足
﹂
を

ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
実
は
楓
江
庵
の
事
業
に
入
る
前
に
、
南
伊

勢
町
の
地
域
商
社
・
み
な
み
い
せ
商
会
は

行
政
と
連
携
し
て
、
自
分
た
ち
が
提
供
で
き

る
魚
介
の
種
類
と
価
格
を
こ
の
地
域
の
消

費
者
が
本
当
に
支
持
し
て
く
れ
る
の
か
時

間
を
か
け
て
検
証
し
て
い
ま
す
。シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
の
中
で
、
一
時
的
に
お
店
を
何

度
も
出
店
し
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
魚
介
に

人
気
が
集
ま
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
加
工
を

す
れ
ば
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
の
か
を
調

べ
た
の
で
す
。そ
し
て
、
地
域
の
消
費
者
の

食
の
嗜
好
︵
し
こ
う
︶
の
情
報
に
基
づ
い
て
、

楓
江
庵
の
メ
ニ
ュ
ー
や
調
理
法
を
決
め
て

い
っ
た
の
で
す
。

　
全
国
各
地
で
広
域
連
携
の
試
み
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
を
持
続
的
に
成
立
さ
せ

る
の
は
、
消
費
者
の
満
足
で
あ
る
こ
と
を
楓

江
庵
の
事
例
は
教
え
て
く
れ
ま
す
。

トレンド通信

広
域
連
携
で
価
値
を
生
む
キ
ー
ワ
ー
ド
は
『
三
方
よ
し
』



「商工会議所共済制度・福祉制度　
　春の加入推進キャンペーン」のお知らせ
「商工会議所共済制度・福祉制度　
　春の加入推進キャンペーン」のお知らせ
　商工会議所「共済制度・福祉制度」は、退職金準備金のほか、入院・介護・老後に備えたさまざまな保障
ニーズにお応えするもので、経営者、役員、従業員の皆さまの福利厚生制度に役立てて頂いております。
　鹿児島商工会議所では、6月末日まで「共済制度・福祉制度　春の加入推進キャンペーン」を実施してお
ります。
　つきましては、加入推進キャンペーン期間中に、当制度の引受保険会社であるアクサ生命保険㈱の推進員
が皆さまの事業所へお伺い致しますので、この機会にぜひご検討を賜りますようお願い申し上げます。

アクサ生命保険㈱の推進員

主任

益満 千佳子
主任

安井 明美
セールスマネージャー

和氣 伸一
主任

山下 敏子
鹿児島営業所長

湯本 新平

竹迫 貴仁

立石 君代 大山 雅代 橋口 裕次 若松 智子 椎津 和子

日高 大樹 宮田 美保 神宮司 智子 柳 奈穂美

鳴 薫 湯之前 順子 白澤 采佳 小川 久美 山本 ユミ子

吉屋 環

坂元 武史

お問い合わせ先

共済・福祉制度引受保険会社

鹿児島商工会議所 企業支援課　  TEL099-223-0011

アクサ生命保険㈱ 鹿児島営業所　TEL099-222-7734

会
員
事
業
所
の
福
利
厚
生
制
度
に
役
立
て
て

頂
く
た
め
に
私
た
ち
が
お
伺
い
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

実施期間

6月末日
まで



℡

鹿
児
島
商
工
会
議
所
会
報

昭
和
二
十
九
年
八
月
七
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
発
行

︵
毎
月
一
日
発
行
︶

発
行
　
鹿
児
島
商
工
会
議
所

印
刷
所
　
有
限
会
社
ク
リ
ア

定
価
　
四
百
円

︵
会
員
の
購
読
料
は
会
費
に
含
む
︶

鹿
児
島
市
東
千
石
町
一
│
三
八

鹿
児
島
商
工
会
議
所
ビ
ル
十
三
・
十
四
階

　
〇
九
九︵
二
二
五
︶九
五
〇
〇


